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�市報にいみ 第８３号
������������

�
��

�
�
�
�
�
�
	

��

� 出身地
� 実行委員として
携わった感想

� 二十歳の抱負

� 上熊谷

� みんなにとって一生に一度

の大切な日である成人式に、

実行委員として携われて良

かったです。

� 前進

 赤  木  詩 織   さん

あか ぎ し おり

� 高尾

� 人生に一度の成人式に関わ

れたことをうれしく思いま

す。いい成人式になればい

いと思い取り組みました。

� けじめ

 田  中  偉 朋   さん

た なか より とも

� 神郷下神代

� とてもいい経験ができたと
思います。新成人のみなさ
んの心に残ればいいなと思
います。良い式になればと
思います。

� 責任感

 千  原  宏 明   さん

ち はら ひろ あき

� 大佐永富

� 一生に一度の大切な日に向

けて色々考えられてよかっ

たです。

　 すばらしい式にしたい！

� 感謝

 金 田
かね だ

    恵  利 花   さん

え り か

新成人誓いの言葉（小郷浩隆さん） 会議風景

司会を務める千原さんと金田さん

�
�
�
�
�
�
�
�
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新
見
市
成
人
式
実
行
委
員
会　
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�
月
�
日
�
、
ま
な

び
広
場
に
い
み
で「
平

成　

年
新
見
市
成
人

��
式
」が
開
か
れ
、
羽
織
・

袴
、
ス
ー
ツ
、
振
り
袖

に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
�
�
�
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
式
典
・

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
ア

カ
ペ
ラ
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
」、
懇
親
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
成

人
式
は
毎
年
、
新
成
人

で
つ
く
る
実
行
委
員

会
に
よ
る
手
作
り
の

式
に
な
っ
て
お
り
、
今

回
は
�
名
の
新
成
人

が
実
行
委
員
に
応
募

し
、
�
月
中
旬
か
ら
計

　

回
の
会
議
を
重
ね

��て
き
ま
し
た
。
会
議
で

は
、
式
典
の
内
容
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
の

他
の
演
出
や
記
念
品

な
ど
全
て
を
企
画
し
、

自
分
た
ち
の
手
で
記

憶
に
残
る
�
日
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
と
し
て

携
わ
っ
た
感
想
や
二

十
歳
の
抱
負
を
お
聞

き
し
ま
し
た
の
で
、
式

の
様
子
と
あ
わ
せ
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

� 草間

� とても素晴らしい経験をさ
せていただきました。昨年
の震災などで考えさせられ
ることも多く、成人してか
らは助け合うことの大切さ
をもっと学んでいきたいと
思います。

� 信念

 山  田  裕 貴   さん

やま だ ゆう き

� 菅生

� 新成人のみなさんが、成人

としてきちんとけじめをつ

けられ、一生心に残るよう

な成人式にしたいと思いま

した。

� 思いやり

 西  懸  仁 見   さん

にし がけ ひと み

� 哲多町本郷

� 一生に一度の成人式なので

みんなの思い出に残る成人

式になるように一生懸命考

えました。

� 夢

 佐  田  英 次   さん

さ だ ひで つぐ

� 高尾

� たった一度きりの記念日を、

みんなで協力して計画でき

て良かったです。いい思い

出になりました。

� 成長

 高  原  拓 也   さん

たか はら たく や

仲間と記念撮影

懇親会で再会を記念してパチリ

新見市長から記念品の贈呈

神戸大学アカペラサークルによるミニコンサート
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当
日
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
人

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、

東
部
＝
東
部
分
団
・
西
部
＝
西
部

分
団
・
南
部
＝
南
部
分
団
・
北
部

＝
北
部
分
団
・
中
部
＝
中
部
分
団
・

大
佐
＝
大
佐
分
団
・
神
郷
＝
神
郷

分
団
・
哲
多
＝
哲
多
分
団
・
哲
西

＝
哲
西
分
団
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
】�

�
�
�
�

▼
吉
村
薫
（
中
部
・
副
分
団
長
）

▼
福
田
誠
（
神
郷
・
同
）
▼
松
浦

清
一
（
消
防
本
部
・
消
防
司
令
）

【
優
良
消
防
団
員
章
】�

�
�
�
�

▼
奥
津
忠
和
（
哲
西
・
副
分
団
長
）

▼
岡
崎
訓
（
哲
多
・
部
長
）
▼
札

場
成
樹
（
南
部
・
同
）
▼
石
倉
洋

祐
（
神
郷
・
同
）
▼
藤
本
則
之

（
大
佐
・
同
）
▼
森
川
孝
憲
（
東

部
・
同
）
▼
池
田
信
二
（
西
部
・

副
部
長
）
▼
田
中
浩
二
（
中
部
・

班
長
）
▼
林
義
弘
（
北
部
・
同
）

【
功
労
章
】�

�
�
�
�

▼
坂
本
始
（
団
本
部
・
分
団
長
）

▼
西
村
泰
則
（
北
部
・
同
）
▼
石

田
實
（
西
部
・
同
）
▼
三
原
茂
樹

（
消
防
本
部
・
消
防
司
令
補
）

【
表
彰
章
】�

��

�
�

��

▼
内
田
輝
彦
（
南
部
・
部
長
）
▼

西
田
憲
夫
（
同
・
同
）
▼
安
立
伸

（
大
佐
・
同
）
▼
後
藤
智
行
（
哲

多
・
同
）
▼
三
上
和
宏
（
哲
西
・

同
）
▼
林
知
則
（
同
・
同
）
▼
藤

原
勝
（
北
部
・
副
部
長
）
▼
大
本

久
生
（
西
部
・
同
）
▼
森
脇
二
郎

（
中
部
・
班
長
）
▼
二
嶋
龍
介
（
同
・

同
）
▼
西
上
信
二
（
東
部
・
同
）

▼
藤
原
昭
義
（
北
部
・
同
）
▼
明

田
勝
（
神
郷
・
同
）
▼
山
本
仁

（
消
防
本
部
・
消
防
司
令
補
）

【
青
年
章
】�

�
�
�
�

▼
竹
本
洋
祐
（
神
郷
・
班
長
）

▼
小
林
健
太
（
哲
多
・
団
員
）

▼
奥
津
堅
司
（
哲
西
・
同
）

【
精
勤
章
】�

��

�
�

��

▼
宮
永
桂
一
（
大
佐
・
副
分
団
長
）

▼
内
田
輝
彦
（
南
部
・
部
長
）
▼

前
田
浩
（
大
佐
・
同
）
▼
佐
伯
浩

（
哲
西
・
同
）
▼
黒
田
英
樹
（
大

佐
・
副
部
長
）
▼
佐
藤
睦
美
（
哲

多
・
同
）
▼
田
中
浩
二
（
中
部
・

班
長
）
▼
杉
本
潤
一
（
同
・
同
）

▼
綱
嶋
弘
文
（
東
部
・
同
）
▼
池

上
幸
伸
（
北
部
・
同
）
▼
西
村
良

治
（
同
・
同
）
▼
赤
岩
政
司
（
大

佐
・
同
）
▼
佐
藤
勝
弘
（
同
・
同
）

▼
真
島
晃
次
（
哲
多
・
同
）
▼
小

谷
崇
（
同
・
同
）
▼
堀
江
啓
三

（
同
・
同
）
▼
長
江
知
行
（
同
・

同
）
▼
羽
場
昭
正
（
同
・
同
）
▼

木
山
運
嗣
（
中
部
・
団
員
）
▼
小

川
正
二
（
同
・
同
）
▼
竹
本
守
一

（
東
部
・
同
）
▼
戎
斉
（
同
・
同
）

▼
山
�
公
三
（
大
佐
・
同
）
▼
山

�
悟
（
同
・
同
）
▼
竹
田
和
義

（
同
・
同
）
▼
武
坂
祐
介
（
神
郷
・

同
）
▼
池
田
孝
文
（
同
・
同
）
▼

眞
治
英
一
郎
（
哲
多
・
同
）
▼
三

浦
政
利
（
哲
西
・
同
）
▼
柴
田
徹

（
消
防
本
部
・
消
防
司
令
補
）

【
表
彰
章
】�

�
�
�
�

▼
黒
田
美
知
雄
（
北
部
・
副
分
団

長
）
▼
國
廣
浩
昭
（
東
部
・
同
）

▼
安
藤
忠
昭
（
中
部
・
同
）
▼
宮

永
桂
一
（
大
佐
・
同
）
▼
佐
藤
昌

則
（
南
部
・
副
部
長
）
▼
浅
井
郁

雄
（
哲
西
・
同
）
▼
山
口
歳
弘

（
西
部
・
班
長
）
▼
森
谷
孝
行
（
消

防
本
部
・
消
防
司
令
）

【
特
別
表
彰
】

第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大

��
会▼

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

第
�
位
入
賞

▼
新
見
市
消
防
団
神
郷
分
団

　

分
団
長　

内
田
誠

【
表
彰
章
】�

��

�
�

��

▼
名
越
哲
也
（
哲
西
・
副
部
長
）

▼
下
橋
敏
邦
（
中
部
・
団
員
）
▼

山
本
隆
広
（
同
・
同
）
▼
古
米
誠

（
南
部
・
同
）
▼
森
谷
晃
（
同
・

同
）
▼
植
田
正
二
（
東
部
・
同
）

▼
川
本
和
夫
（
同
・
同
）
▼
船
越

優優優優良良良良団団団団員員員員表表表表彰彰彰彰やややや一一一一斉斉斉斉放放放放水水水水でででで士士士士気気気気高高高高めめめめるるるる優良団員表彰や一斉放水で士気高める

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

新
見
市
長
表
彰

平成２４年新見市消防出初式
　新見市消防出初式が�月�日�、まなび広場にいみで行われ、消防職員、消防団員、
婦人防火クラブ員、来賓の計945人が参加しました。永年にわたり消防活動に功績の
あった消防団員などの表彰が行われ、式典後には、まなび広場にいみ横の高梁川で
一斉放水を行い、日頃の訓練の成果を披露しました。
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守
（
北
部
・
同
）
▼
毛
利
哲
治

（
同
・
同
）
▼
安
田
昌
弘
（
西
部
・

同
）
▼
山
中
則
人
（
大
佐
・
同
）

▼
佐
藤
敏
之
（
同
・
同
）
▼
仲
田

新
吾
（
神
郷
・
同
）
▼
小
早
川
貢

（
同
・
同
）
▼
小
藤
民
典
（
哲
多
・

同
）
▼
石
川
真
也
（
同
・
同
）
▼

久
川
一
生
（
哲
西
・
同
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
】�

��

�
�

��

▼
小
林
誠
（
南
部
・
副
分
団
長
）

▼
門
和
久
（
東
部
・
同
）
▼
西
村

要
（
同
・
同
）
▼
吉
川
元
見
（
哲

多
・
同
）
▼
吉
岡
和
彦
（
哲
西
・

同
）
▼
大
杉
真
（
中
部
・
部
長
）

▼
札
場
成
樹
（
南
部
・
同
）
▼
前

田
幸
信
（
大
佐
・
同
）
▼
佐
藤
浩

明
（
哲
多
・
同
）
▼
西
上
信
二

（
東
部
・
班
長
）
▼
峯
森
巧
（
西

部
・
同
）
▼
常
松
博
史
（
同
・
同
）

▼
木
曽
田
力
（
大
佐
・
同
）
▼
栗

本
真
吾
（
神
郷
・
同
）
▼
大
塚
昌

宣
（
哲
多
・
同
）
▼
冨
谷
公
男

（
中
部
・
団
員
）
▼
清
山
昇
次
（
西

部
・
同
）
▼
佐
々
木
一
洋
（
同
・

同
）
▼
小
山
正
明
（
同
・
同
）
▼

渡
邉
明
美
（
神
郷
・
同
）
▼
山
本

浩
正
（
同
・
同
）
▼
深
井
太
（
哲

西
・
同
）
▼
木
下
順
平
（
同
・
同
）

▼
戸
川
睦
徳
（
同
・
同
）
▼
赤
木

誠
（
同
・
同
）

【
感
謝
状　

消
防
団
退
職
者
】��

�
�

��

▼
山
上
勝
也
（
団
本
部
・
副
団
長
）

▼
藤
井
寛
治
（
同
・
同
）
▼
森
本

勝
次
（
同
・
分
団
長
）
▼
別
所
勇

（
同
・
同
）
▼
土
谷
勤
（
同
・
同
）

▼
岸
本
敏
且
（
中
部
・
同
）
▼
西

村
光
政
（
南
部
・
同
）
▼
西
本
利

実
（
東
部
・
同
）
▼
吉
岡
正
志

（
北
部
・
同
）
▼
小
田
正
廣
（
西

部
・
同
）
▼
川
口
好
之
（
大
佐
・

同
）
▼
窪
木
博
志
（
哲
多
・
同
）

【
精
勤
章 ：

�

年
勤
続
】�
��

�
�

��

��

▼
安
達
秀
雄
（
南
部
・
部
長
）
▼

安
田
崇
（
哲
西
・
副
部
長
）
▼
畑

達
也
（
中
部
・
班
長
）
▼
石
指
保

樹
（
南
部
・
同
）
▼
井
原
勝
通

（
同
・
同
）
▼
二
摩
哲
司
（
東
部
・

同
）
▼
村
田
茂
利
（
同
・
同
）
▼

太
田
秀
樹
（
西
部
・
同
）
▼
田
原

伸
介
（
同
・
同
）
▼
後
藤
聖
志

（
大
佐
・
同
）
▼
妹
尾
泰
志
（
哲

多
・
同
）
▼
小
川
久
男
（
同
・
同
）

▼
宮
脇
健
一
（
同
・
同
）
▼
赤
木

英
樹
（
同
・
同
）
▼
大
嶋
信
一

（
哲
西
・
同
）
▼
渡
辺
靖
浩
（
同
・

同
）
▼
佐
伯
雅
輝
（
同
・
同
）
▼

福
田
幸
司
（
中
部
・
団
員
）
▼
山

本
朝
康
（
同
・
同
）
▼
村
下
光
一

（
同
・
同
）
▼
双
道
和
憲
（
同
・

同
）
▼
森
中
勝
美
（
同
・
同
）
▼

掛
屋
正
美
（
南
部
・
同
）
▼
藤
原

正
生
（
同
・
同
）
▼
小
川
光
昭

（
同
・
同
）
▼
西
村
利
之
（
同
・

同
）
▼
小
川
貢
（
同
・
同
）
▼
山

下
晴
三
（
同
・
同
）
▼
小
川
裕
司

（
東
部
・
同
）
▼
森
長
健
太
（
同
・

同
）
▼
八
木
紀
昭
（
同
・
同
）
▼

山
本
実
（
同
・
同
）
▼
中
本
健
二

（
同
・
同
）
▼
國
中
淳
史
（
同
・

同
）
▼
船
越
俊
矢
（
北
部
・
同
）

▼
三
宅
由
浩
（
同
・
同
）
▼
垣
内

篤
志
（
同
・
同
）
▼
森
本
和
正

（
同
・
同
）
▼
小
谷
浩
一
（
同
・

同
）
▼
中
嶋
武
久
（
同
・
同
）
▼

田
原
伸
之
（
同
・
同
）
▼
安
達
正

紀
（
同
・
同
）
▼
山
田
和
義
（
同
・

同
）
▼
村
上
俊
之
介
（
同
・
同
）

▼
角
田
由
紀
夫
（
同
・
同
）
▼
吉

国
充
生
（
西
部
・
同
）
▼
清
水
誠

二
（
同
・
同
）
▼
吉
國
暢
泰
（
同
・

同
）
▼
藤
井
和
昭
（
同
・
同
）
▼

池
田
明
喜
（
同
・
同
）
▼
山
本
誠

（
同
・
同
）
▼
長
谷
川
貴
浩
（
大

佐
・
同
）
▼
大
田
泰
明
（
同
・
同
）

▼
三
和
一
正
（
哲
多
・
同
）
▼
樫

本
裕
（
同
・
同
）
▼
川
瀬
演
（
同
・

同
）
▼
仲
田
一
行
（
同
・
同
）
▼

川
上
淳
司
（
同
・
同
）
▼
清
水
康

由
（
哲
西
・
同
）

【
精
勤
章 ：

�

年
勤
続
】�
��

�
�

��

��

▼
佐
倉
由
晃
（
南
部
・
班
長
）
▼

小
林
弘
昌
（
同
・
同
）
▼
多
田
英

生
（
西
部
・
同
）
▼
竹
本
洋
祐

（
神
郷
・
同
）
▼
宝
蔵
昌
典
（
同
・

同
）
▼
福
田
光
一
（
同
・
同
）
▼

東
基
弘
（
哲
西
・
同
）
▼
石
迫
哲

光
（
同
・
同
）
▼
瀬
尾
祥
治
（
中

部
・
団
員
）
▼
宮
田
洋
（
南
部
・

同
）
▼
森
田
宏
（
同
・
同
）
▼
井

田
友
和
（
同
・
同
）
▼
数
原
永
治

（
東
部
・
同
）
▼
土
江
一
史
（
北

部
・
同
）
▼
谷
村
弘
行
（
同
・
同
）

▼
横
山
正
明
（
西
部
・
同
）
▼
後

藤
昇
（
同
・
同
）
▼
前
田
文
男

（
同
・
同
）
▼
金
田
真
幸
（
大
佐
・

同
）
▼
磯
田
靖
夫
（
同
・
同
）
▼

船
越
洋
海
（
同
・
同
）
▼
山
口
寿

一
（
同
・
同
）
▼
池
田
望
（
同
・

同
）
▼
高
森
聖
（
同
・
同
）
▼
徳

山
啓
祐
（
同
・
同
）
▼
横
張
泰
久

（
同
・
同
）
▼
中
上
貴
之
（
同
・

同
）
▼
高
下
正
尚
（
同
・
同
）
▼

小
川
貴
志
（
神
郷
・
同
）
▼
溝
上

清
一
（
同
・
同
）
▼
須
田
吉
弘

（
同
・
同
）
▼
長
谷
川
寛
之
（
同
・

同
）
▼
伊
田
久
志
（
同
・
同
）
▼

長
田
友
昭
（
同
・
同
）
▼
江
田
利

数
（
哲
多
・
同
）
▼
中
山
徹
（
同
・

同
）
▼
上
山
精
一
（
同
・
同
）
▼

妹
尾
英
幸
（
同
・
同
）
▼
赤
木
万

之
（
同
・
同
）
▼
吉
森
章
治
（
同
・

同
）
▼
岩
田
篤
人
（
同
・
同
）
▼

山
本
悟
（
同
・
同
）
▼
須
田
晃
寿

（
同
・
同
）
▼
垰
俊
樹
（
哲
西
・

同
）
▼
藤
原
真
之
（
同
・
同
）
▼

久
岡
厚
司
（
同
・
同
）
▼
難
波
正

朋
（
同
・
同
）

【
特
別
表
彰
】

第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大

��
会
出
場
選
手

（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

▼
福
田
洋
介
（
神
郷
・
団
員
）

▼
中
田
浩
二
（
同
・
同
）

▼
長
谷
川
寛
之
（
同
・
同
）

▼
大
原
勲
之
（
同
・
同
）

▼
小
早
川
哲
哉
（
同
・
同
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
】�

�
�
�
�

▼
岸
本
敏
且
（
中
部
・
分
団
長
）

▼
西
本
利
実
（
東
部
・
同
）

▼
山
口
哲
夫
（
中
部
・
副
分
団
長
）

▼
吉
井
龍
吾
（
哲
西
・
同
）

▼
大
月
稔
（
消
防
本
部
・
消
防
司
令
）

【
功
績
章
】�

�
�
�
�

▼
谷
川
内
茂
（
哲
西
・
分
団
長
）

【
精
績
章
】�

�
�
�
�

▼
加
藤
友
茂
（
哲
多
・
副
分
団
長
）

▼
西
村
定
（
消
防
本
部
・
消
防
司
令
）

【
勤
続
章
】�

��

�
�

��

▼
内
田
誠
（
神
郷
・
分
団
長
）
▼

中
山
正
己
（
東
部
・
副
分
団
長
）

▼
石
倉
忠
志
（
神
郷
・
同
）
▼
竹

田
治
男
（
西
部
・
同
）
▼
西
田
邦

男
（
中
部
・
副
部
長
）
▼
森
脇
永

雄
（
東
部
・
同
）
▼
大
本
修
一

（
神
郷
・
同
）
▼
松
本
政
春
（
中

部
・
班
長
）
▼
竹
林
正
記
（
消
防

本
部
・
消
防
司
令
補
）
▼
山
本
明

（
消
防
本
部
・
同
）

新
見
市
消
防
団
長
表
彰

�
��

�
��
�
�
	



��

消
防
庁
長
官
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
消
防
本
部

　

（
�
�
�
�
�
�
）
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平成 ��年度 上半期一般会計の財政状況

財産収入　１億１４８万円（０.４%）�
自動車取得税交付金　６,６５０万円（０.２%）�
寄附金　５,２７３万円（０.２%）�
地方特例交付金　５,１２０万円（０.２%)�
利子割交付金　１,０２０万円（０.０%)�
交通安全対策特別交付金　１,０００万円（０.０%)�
配当割交付金　５２０万円（０.０%)�
株式等譲渡所得割交付金　１８０万円（０.０%)

地方交付税�
１２８億９,８３８万円�
（４７.９%)

市債�
４1億５,７５０万円�
（１５.４%)

市税�
３２億５,１９０万円�
（１２.１%)

国庫支出金�
２４億６,７０３万円�
（９.２%)

県支出金　１２億 ７,２７０万円（４.７%)

議会費�
２億５,２６３万円�
（０.９%)

予備費�
７,０００万円�
（０.３%)

諸支出金�
５億４,１９０万円�
（２.０%)

災害復旧費�
７億８２９万円�
（２.６%)

衛生費�
２２億７,８４４万円（８.５%)

総務費�
２８億６,６８９万円�
（１０.６%)

民生費�
５２億９,７７６万円�
（１９.７%)

土木費�
３４億３,５２１万円�
（１２.７%)

教育費�
３８億１,６５５万円�
（１４.２%)

公債費�
５６億１,０５３万円�
（２０.８%)

労働費　４,７９０万円（０.２%)

農林水産業費　８億４,２６３万円（３.１%)

商工費　３億３,６９４万円（１.３%)

消防費　８億３,１２２万円（３.１%)

歳出�

歳入�

歳入総額�

（うち繰越事業費 １７億１,４８６万円）�

繰入金　７億５,８９７万円（２.８%)

繰越金　６億６,６８５万円（２.５%)

地方消費税交付金　３億９４０万円（１.２%)

地方譲与税　３億９００万円（１.２%)

使用料および手数料　２億１,９８７万円（０.８%)

諸収入　１億７,０４９万円（０.６%）�

分担金および負担金　１億５,５６９万円（０.６%)

269億3,689万円�

歳出総額�

（うち繰越事業費 １７億１,４８６万円）�

269億3,689万円�

財政
状況

平成 ��年度上半期

　平成２３年度上半期（４月～９月）の財政状況の主
な内容を取りまとめましたので、お知らせします。

一般会計の総額
　平成２３年度一般会計の９月末の予算総額は、
２６９億３,６８９万円（うち繰越事業費１７億１,４８６万円）
で、その内訳は下の図のとおりです。 
　前年度からの繰越事業費を含めて、歳入では予
算総額に対して５３.４％（１４３億８,７８２万円）、歳出で
は３３.２％（８９億５,３１０万円）が執行されています。
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地方債の現在高

会計別予算の執行状況

上水道事業（公営企業）の状況 （平成��年度上半期）

財産の現在高

一世帯・市民一人当たりの状況

一般会計�
３８９億９，５７０万円�
（６３.４%）�

下水道事業特別会計�
１７０億８，４４１万円（２７.８%)

簡易水道事業特別会計�
５１億２，４０８万円（８.３%）�

診療所特別会計�
２億９，９０３万円（０.５%）�

国民健康保険特別会計（直診勘定）�
２，８１７万円（０.０%）�

住宅新築資金等�
貸付特別会計�
３９３万円（０.０%）�

総額  ���億�����万円

■問い合わせ先　財政課  （������）

歳入歳出
差 引 額

執行済額
� 月 末
予算現額

会計名 歳出歳入

比率支出済額比率収入済額
万円

���,���
％

��.�
万円

���,���
％

��.�
万円

�,���,���
万円

�,���,���一 般

△ �,�����.��,����.��,�����,���診 療 所

�����.�������.�������
住 宅 新 築
資金等貸付

△ ��,�����.����,�����.����,������,���国民健康保険
（事業勘定）

△ �,�����.��,�����.��,�����,���国民健康保険
（直営診療勘定）

�,�����.����,�����.����,������,���介 護 保 険
（保険事業勘定）

△ �����.������.�����,���介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

�,�����.���,�����.���,�����,���後期高齢者医療

△ ��,�����.���,�����.���,������,���簡易水道事業

△ ��,�����.���,�����.���,������,���下水道事業

�����.��,�����.��,����,���観 光 事 業

����.����.�����,���豊永財産区

���.����.������萬歳財産区

��,�����.��,������.���,�����,���農業共済事業

���,�����.��,���,�����.��,���,����,���,���計

給　水　戸　数 ………………………………… �����戸

給　水　人　口 ………………………………… ������人

配　　水　　量 ……………………………… ��������

有　収　水　量 ……………………………… ��������

有　　収　　率 …………………………………… ����％

�日平均配水量 ………………………………… ������

主な建設改良事業

　下水道関連水道管移設事業  ……………… �����万円

費用の部収益の部

�����万円営業費用
（人件費等）

�億�����万円営業収益
（水道料金等）

�����万円営業外費用
（支払利息等）

�万円営業外収益

�万円特別損失�万円特別利益

�����万円計�億�����万円計

当期（上半期）純利益　�����万円　

��億�,���万円有価証券および出資による権利

��億�,���万円基金（現金）

�億�,���万円債権

��,���,���� 土地

���,���� 建物

市税の�
負担額�

予算額�

地方債の�
残高状況�
（一般会計）�

平成��年�月末現在

世帯数…��,���世帯　人口…��,���人

一世帯
���,���円

市民一人
��,���円

一世帯
�,���,���円

市民一人
���,���円

一世帯
���,���円

市民一人
���,���円

（　　　　 　　　　）（　　　　 　　　　）交付税補填分 �,���,���円
合計　　　　�,���,���円

交付税補填分    ���,���円
合計　　 　　�,���,���円
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議会�
レ ポ ー ト �

平成��年��月

新
見
市
犯
罪
被
害
者
等
基
本
条
例
、

平
成　

年
度
新
見
市
一
般
会
計
補

２３

正
予
算
な
ど
を
可
決

【
主
な
内
容
】

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進
事
業

　

…
� ,
�
�
�
万
円

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

事
業
…
�
�
�
万
円

○
障
害
者
等
支
援
事
業

　

…
�
億
� ,
�
�
�
万
円

○
老
人
ホ
ー
ム
建
設
事
業

　

…
�
億
� ,
�
�
�
万
円

○
新
砥
保
育
所
施
設
整
備
事
業

　

…
� ,
�
�
�
万
円

○
感
染
症
予
防
事
業

　

…
� ,
�
�
�
万
円

○
ふ
る
さ
と
特
産
物
育
成
対
策
事
業

　

…
� ,
�
�
�
万
円

○
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

　

…
�
�
�
万
円

○
道
路
新
設
改
良
事
業

　

…
�
億
� ,
�
�
�
万
円

○
防
災
公
園
等
整
備
事
業

　

…
�
�
億
� ,
�
�
�
万
円

○
防
災
マ
ッ
プ
調
査
・
整
備
事
業

　

…
�
�
�
万
円

○
救
助
工
作
車
購
入
事
業

　

…
�
億
� ,
�
�
�
万
円

○
思
誠
小
学
校
建
設
事
業

　

…
�
億
� ,
�
�
�
万
円

○
国
民
文
化
祭
新
見
市
主
催
事
業

　

…
�
�
�
万
円

○
公
民
館
整
備
事
業

　

…
� ,
�
�
�
万
円

■
新
見
市
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例

　

地
方
自
治
法
お
よ
び
同
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
よ
り
長
期
継
続
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
の
対
象
範

囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
対
象

と
な
る
契
約
な
ど
の
必
要
な
事
項
を
定

め
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
犯
罪
被
害
者
等
基
本
条
例

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
の
心
身
被
害
や
生

活
上
の
不
利
益
の
回
復
お
よ
び
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
の

支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
基

本
原
則
、
市
の
責
務
、
市
民
な
ど
の
責

務
、
総
合
窓
口
、
保
健
医
療
・
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
の
必
要
な
事
項
を

定
め
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
議
会　

月
定
例
会
が　

月　

日
か

��

��

��

ら　

月　

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し

��

��

た
。
今
回
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例

　

件
、
予
算　

件
、
議
会
の
発
議
�
件

��

��

の
計　

件
で
し
た
。
ま
た
、
�
月
定
例

��

会
に
お
い
て
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

決
算　

件
を
合
わ
せ
て
審
議
し
ま
し
た
。

��

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
新
見
市
一
般
会
計
歳
入

��

歳
出
決
算
や
新
見
市
診
療
所
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
な
ど　

件
の
決
算
に
つ

��

い
て
認
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、

歳
入
合
計
�
�
�
億
�
�
�
万
� ,
�

�
�
円
、
歳
出
合
計
�
�
�
億
� ,
�
�

�
万
� ,
�
�
�
円
、
差
引
残
高
�
�
億

� ,
�
�
�
万
� ,
�
�
�
円
（
う
ち
財

政
調
整
基
金
編
入
額
�
億
� ,
�
�
�

万
円
）
で
し
た
。

■
新
見
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

足
見
小
学
校
を
明
新
小
学
校
へ
統
合

す
る
と
と
も
に
、
旧
美
郷
中
学
校
の
校

舎
を
新
た
に
明
新
小
学
校
の
校
舎
と
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　

２３

　

（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
�
億
� ,
�

�
�
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
�
�
�

億
� ,
�
�
�
万
円
と
す
る
予
算
を
可

決
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

○
情
報
通
信
施
設
整
備
事
業

　

…
� ,
�
�
�
万
円

○
遠
隔
在
宅
医
療
研
究
事
業

　

…
� ,
�
�
�
万
円

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

　

事
業
…
�
�
�
万
円

○
感
染
症
予
防
事
業

　

…
� ,
�
�
�
万
円

○
林
業
振
興
事
業　

…
�
�
�
万
円

○
小
学
校
統
合
推
進
事
業　

…　

万
円

��

○
公
民
館
整
備
事
業

　

…
� ,
�
�
�
万
円

�
決
算
関
係

�
条
例
関
係

�
予
算
関
係
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議会の様子

■問い合わせ先　議会事務局（������）

ら
反
省
し
自
ら
を
戒
め
る
と
と
も
に
、

市
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
厳
粛
な
信
託
に
応
え
る
と

い
う
基
本
理
念
の
も
と
で
市
政
に
関
わ

る
責
任
の
重
さ
を
あ
ら
た
め
て
深
く
自

覚
す
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
議
員

報
酬
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
議
長
は
報
酬
月
額
に
�
�
�

分
の　

、
副
議
長
は
�
�
�
分
の　

を

��

��

乗
じ
て
得
た
額
を
、
平
成　

年
�
月
�

��

日
か
ら
�
月　

日
ま
で
の
�
か
月
間
減

��

額
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
議
員
は

報
酬
月
額
に
�
�
�
分
の　

を
乗
じ
て

��

得
た
額
を
、
平
成　

年
�
月
�
日
か
ら

��

�
月　

日
ま
で
の
�
か
月
間
減
額
し
ま

��

す
。

■
ポ
リ
オ
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
早
急
な

　

導
入
等
に
つ
い
て
の
意
見
書

　

生
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
続
け
る
と
�
�

�
万
人
に
�
〜
�
人
の
ポ
リ
オ
患
者
が

発
生
す
る
と
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

も
警
告
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
人
体
内

で
変
性
し
て
強
毒
化
し
た
ポ
リ
オ
ウ
イ

ル
ス
か
ら
の
二
次
感
染
や
三
次
感
染
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

厚
生
労
働
省
が
来
年
度
導
入
の
見
通
し

を
示
し
た
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
を
「
来
年

度
」
を
待
つ
こ
と
な
く
早
急
に
導
入
す

る
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る
意
見
書
を
、

内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
提
出
す
る
こ
と

を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
の

特
例
に
関
す
る
条
例

　

市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
お
よ

び
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
制
定
し
、
地

域
主
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
市
議
会

の
実
現
に
向
け
て
、
議
会
改
革
を
積
極

的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
先
般
の

議
員
の
度
重
な
る
不
祥
事
に
よ
り
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
信
頼
を
失
墜
さ

せ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
不
祥
事
に
関
し
、
役
職
の

辞
任
や
議
会
と
し
て
謝
罪
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
衷
心
か

�
議
会
の
発
議
関
係

�
議
案
の
賛
否

（
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
み
）

　

賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
に
対
す
る
各

議
員
の
態
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

条
例
第　

号　

新
見
市
職
員
給
与
条
例

��

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
第　

号　

新
見
市
職
員
給
与
条
例

��

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

条
例
第　

号　

新
見
市
地
域
審
議
会
条

��

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

決
算
第
�
号　

平
成　

年
度
新
見
市
一

��

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

発
議
第　

号　

新
見
市
議
会
の
議
員
の

��

議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例

発議第��号 
の「可決」に

決算第 � 号 
の「認定」に

条例第��号 
の「可決」に

条例第��号 
の「可決」に

条例第��号 
の「可決」に

議員名
議席 
番号

○○○○○杉本　美智子1

○○○××村上　　伸祐2

○○○××難波　　孝一3

○○○××藤澤　　正則4

○○○××塚本　　陽満5

○○○××小郷　　昌一6

○○○××山口　　康史7

○○○××津島　　大孝8

○○○××林　　　光和9

○○○○○塩飽　　満路10

×××××橋本　　亨子11

○○○○○串馬　　邦夫12

○○○××才田　　靖郎13

○○○××面田　　照雄14

○○○○○仲田　　康豊15

○○○××榎　　日出男16

○○○○○山本　久美子17

○○○○○杉　　　修次18

○○○○○前田　　忠志19

○○○○○坂口　　正視20

○○○○○池田　一二三21

※「○」は賛成、「×」は反対
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市
長
室

だ
よ
り

　

昨
年
�
月　

日
に
発
生
し
た
東

��

日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
�
年

と
な
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
、
今
も

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
多
く
の
方
々
、
そ
し
て
被
災
さ

れ
た
地
域
の
一
日
も
早
い
復
興
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
大
震
災
に
よ
っ
て
原
子
力

発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
、
今
後

の
安
全
で
安
心
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

確
保
と
節
電
に
向
け
た
取
り
組
み

の
重
要
性
が
大
き
く
議
論
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
促
進
と
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
早

く
か
ら
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や

太
陽
熱
温
水
器
の
設
置
に
対
す
る

補
助
制
度
を
設
け
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
と
普
及
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

特
に
震
災
以
降
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
太
陽
光
発
電
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
補
助
制

度
を
利
用
し
て
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
家
庭
も
増
え
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、　

月
末
時

��

点
で
例
年
に
比
べ
約　

倍
の
申
請

�.�

件
数
が
あ
り
、
今
後
も
こ
う
し
た

傾
向
が
続
い
て
い
く
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電

気
自
動
車
の
導
入
に
よ
り
ガ
ソ
リ

ン
な
ど
の
化
石
燃
料
の
消
費
を
抑

制
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
自
動
車
は
便
利
な
道

具
で
あ
る
一
方
、
大
気
中
に
二
酸

化
炭
素
を
排
出
し
、
環
境
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
市
役
所
本
庁
舎
前
に

叙勲 

県
の
助
成
で
電
気
自
動
車
専
用
の

充
電
設
備
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

電
気
自
動
車
の
体
験
試
乗
会
や
休

日
貸
出
し
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、

電
気
自
動
車
の
普
及
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
す
で
に

多
く
の
方
が
体
験
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、

日
常
の
生
活
に
お
い
て
環
境
に
負

荷
を
か
け
な
い
よ
う
心
が
け
る
事

が
大
切
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
小

さ
な
心
が
け
の
積
み
重
ね
が
大
き

な
力
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

今
後
も
、「
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
新
見
市
」
を
目
指
し
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

 村  上  熊 雄   さ んに旭日単光章
むら かみ くま お

　元新見市議会議員の 村  上  熊  雄 さん（正田・��歳）に旭日単光章が授与されました。
むら かみ くま お

　村上さんは、昭和��年に新見市議会議員に初当選し、昭和��年までの�期��年に
わたり情熱をもって市政に取り組まれました。
　その間に市議会建設常任委員会正副委員長、産業常任委員会委員長などを歴任さ
れ、地方自治の発展に尽力されるとともに、地域住民の代表として新見市の発展に多
大な貢献をされました。
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市からのお知らせ

　市有財産（土地および建物）、区有財産（立木）の売払を次のとおり予定しています。
なお、入札にはこの他に必要な事項がありますので、必ず「入札案内書」をご請求のうえご確認ください。

■入札物件の下見
　大佐支局（��２１１１）まで連絡のうえ行ってください。
　時間は９：００～１６：００までです。
　（土・日曜日、祝日を除く。）
■資料請求・問い合わせ先
　総務課管財係（��６１２８）

�売払物件
　萬歳財産区立木
　※間伐率３５％の列状間伐
　所在：新見市哲多町矢戸猿神２８６－２
　地目：保安林
　面積：３.１ｈａ
■売払の方法
　一般競争入札
■入札方法および条件など
　・新見市契約規則の定めにより実施します。
　・物件は現状のまま引き渡します。引渡後はいかなる事

態にも市は一切の責任を負いません。
■入札保証金
　入札金額の５％以上を入札前の受付時に納付してくだ
さい。
■売買代金の納入
　落札者は、契約締結時に売買代金の１０％を内金として納
入し、契約後３０日以内に残金を完納していただきます。

■入札日時および場所
　【入札日】２月２８日�
　【入札時間】受付１３：００～１３：２０　入札１３：３０～
　【入札場所】新見市哲多支局２階会議室
■物件の現場説明
　２月１７日�１３：００に新見市哲多支局駐車場へ集合してく
ださい。
■資料請求・問い合わせ先
　哲多支局（��２１１１）

市有財産売払のお知らせ

�売払物件
　旧大佐診療所医師住宅土地・建物
　予定価格（最低売払価格）１５,５００,０００円
　【土地】　所在：新見市大佐小阪部２４６３番地５外５筆
　　　　　地目：宅地
　　　　　面積：４８１.６０�（実測）
　【建物】　・住宅　構造：木造カラー鉄板葺２階建
　　　　　　　　　床面積：１階６２.２７�
　　　　　　　　　　　　　２階５６.４７�　計１１８.７４�
　　　　　・倉庫　構造：木造折板屋根平屋建
　　　　　　　　　床面積：１７.４６�
■売払の方法
　一般競争入札
■入札方法および条件など
　・新見市契約規則の定めにより実施します。
　・風俗営業およびこれらに類する業への利用を禁止します。
　・物件は現状のまま引き渡します。引渡後はいかなる事態
にも市は一切の責任を負いません。

　・個人・法人を問いません。
■入札保証金
　入札金額の５％以上を入札前の受付時に納付してくださ
い。

■売買代金の納入
　落札者は、契約締結時に売買代金の１０％を内金として納
入し、契約後３０日以内に残金を完納していただきます。

■登記手続き
　土地の所有権移転登記手続きは、売買代金完納後、市が行
います。ただし、この登記に必要な登録免許税は落札者の
負担となります。

　建物の表示登記および保存登記については落札者が手続
きを行ってください。また、この登記に必要な登録免許税も
落札者の負担となります。

■入札日時および場所
　【入札日】３月９日�
　【入札時間】 受付１０：００～１０：３０ 入札１０：４０～
　【入札場所】新見市山村開発センター１階会議室

　

�
月　

日
�
、
総
合
福
祉

��

セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
、
新

見
市
地
域
審
議
会
委
員　

人
��

の
委
嘱
を
行
い
、
引
き
続
き

第
�
回
新
見
市
地
域
審
議
会

を
開
催
し
、
役
員
の
選
出
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成　

年
�
月　

��

��

日
か
ら
平
成　

年
�
月　

日

��

��

ま
で
の
�
年
間
で
、
委
員
は

審
議
会
の
中
に
設
置
す
る
�

つ
の
部
会
の
い
ず
れ
か
に
所

属
し
、
総
合
振
興
計
画
に
定

め
る
「
豊
か
さ
の
実
感　

安

全
・
快
適
・
情
報
文
化
都
市

　

に
い
み
」
を
築
く
た
め
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
調

査
・
研
究
を
し
、
全
市
的
な

問
題
・
課
題
と
し
て
提
言
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

役
員
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

◎
会
長　

上
原
米
子（
新
見
）

○
副
会
長　

逸
見
孝
明（
哲

多
）中
川
孝
幸（
新
見
）

■
う
る
お
い
の
環
境
都
市
部
会

（
◎
は
部
会
長
、○
は
副
部
会
長
）

◎
大
橋
日
出
男（
哲
多
）、○

山
形
金
一（
大
佐
）、田
井
義

明（
新

見
）、中

川

孝

幸（
新

見
）、田
原
裕
之（
神
郷
）、小

原
満
繁（
哲
西
）、安
田
志
津

江（
哲
西
）

■
や
さ
し
さ
の
健
康
都
市
部
会

◎
池
田
信
惠（
大
佐
）、○
林

眞
知
子（
新
見
）、小
坂　

正

（
新
見
）、戸
部
典
子（
大
佐
）、

上
田
長
美（
神
郷
）、江
田
好

惠（
哲

多
）、小

山

鈴

子（
哲

西
）

■
か
が
や
き
の
文
化
都
市
部
会

◎
西
川
照
雄（
神
郷
）、○
杉

　

秀
樹（
新
見
）、上
原
米
子

（
新
見
）、安
達
美
幸（
大
佐
）、

信
谷
昌
吾（
神
郷
）、谷
口
和

三
郎（
哲
多
）、入
江
政
寛（
哲

西
）

■
に
ぎ
わ
い
の
魅
力
都
市
部
会

◎
赤
木　

実（
哲
多
）、○
�

下
瀧
昇（
大
佐
）、大
西
映
子

（
新
見
）、堀
江
利
明（
新
見
）、

垣
上
滋
延（
神
郷
）、逸
見
孝

明（
哲

多
）、奥

津

忠

和（
哲

西
）

■
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員

田
井
義
明
、戸
部
典
子
、信
谷

昌
吾
、堀
江
利
明

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
政
策
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

第
４
期
新
見
市
地
域
審
議
会
が

 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
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はじまります

確定申告・住民税申告
確定申告・住民税申告の必要があるか、下の図に従ってチェックしてみましょう！！

�������
�����

確定申告書の作成はインターネットで ！！

利用時間
��月��日�～�月��日�：��時間利用可能
　（ただし、毎週月曜日�：��～�：��のメンテナン
ス時間は利用できません。）
�上記以外：月～金曜日（祝日を除く）
　�：��～��：��まで

メリットがたくさんの e-Taxをご利用ください

e-Taxを利用するには、住
民基本台帳カードへ格納し
た「電子証明書」が必要です。
電子証明書の有効期間は�
年間です。失効するとサー
ビスが受けられなくなります。引き続き利
用される人は更新の手続きを、失効された
人は申請の手続きをお願いします。

■問い合わせ先　市民課市民係（������）

スタート！�

「私は税金の申告が必要？」�
ここから�

平成２４年１月１日現在��
新見市に住んでいましたか？�

昨年中（１月～１２月の間）の収入が�
１００万円を超えますか？�

その収入は年金だけですか？�

給与所得者（サラリーマン・パート・
アルバイトなど）ですか？�

年末調整が済んでいない。��
または2か所以上の勤務先から�
給与を受けていますか？�

確定申告が必要です。� 市役所への住民税申告が必要です。�

申告の必要はありません。�

申告の必要はありません。�

確定申告が必要です。�

確定申告もしくは住民税申告が必要です。�

平成２４年１月１日現在でお住まいの�
市区町村に申告をしてください。�

ご家族の税務上の扶養に入っていますか？�

（健康保険等の扶養とは異なります)

給与所得以外の所得がありますか？�
（所得＝収入－経費）�

給与以外の所得が２０万円を超えますか？�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

はい�

はい�

はい�

はい�

はい�

はい�

はい�

はい�

○医療費控除など
で所得税の還付
を受ける場合は、
確定申告が必要
です。 
○税務署へ確定申
告書を提出する
人は、住民税の
申告は不要です。

個人宛に住民税申告のご案内はしていません。 
申告の必要な人は、都合のよい会場にお越しください。

■問い合わせ先　税務課市民税係（������）



市報にいみ 第８３号
��������������

市からのお知らせ

申
告
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
収
入
を
証
明
す
る
も
の

　

源
泉
徴
収
票
、
譲
渡
所
得
、
保

険
金
な
ど
の
内
容
が
確
認
で

き
る
も
の

②
控
除
を
証
明
す
る
も
の

　

生
命
・
地
震
・
損
害
保
険
料
支

払
証
明
書
、
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
領
収
書
、
国

民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
領

収
書
、
障
害
者
手
帳
な
ど

③
印
鑑

④
そ
の
他

　

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
預

金
通
帳
な
ど
）

申
告
場
所

　

お
近
く
の
申
告
会
場
か
都
合

の
よ
い
申
告
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

そ
の
他

【
農
業
・
営
業
・
不
動
産
申
告
】

　

収
入
と
経
費
が
分
か
る
帳
簿

（
計
算
し
た
も
の
）
か
、
収
支
内

訳
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
農
業

の
場
合
は
、「
農
協
だ
よ
り
（
あ

し
ん
）」
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
て

い
る
収
支
内
訳
準
備
表
に
記
入

の
う
え
、
申
告
会
場
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。（
収
支
内
訳
準
備
表
は

各
支
局
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
あ

り
ま
す
。）

【
肉
用
牛
申
告
】

　

肉
用
牛
の
申
告
に
つ
い
て
も

収
支
計
算
で
行
う
た
め
、
確
認
で

き
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
肉
用
牛
の
売
却
証
明
書

　

売
却
証
明
書
が
な
い
場
合
は

免
税
対
象
牛
で
あ
っ
て
も
、
免

税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

②
販
売
生
産
通
知
書

③
子
牛
奨
励
金
な
ど
の
収
入
額

が
わ
か
る
も
の

④
牛
の
飼
育
に
か
か
っ
た
費
用

等
の
領
収
書

　

飼
料
費
、
種
付
料
、
診
察
料
、

畜
舎
の
修
理
代
、
牛
の
運
搬
料

な
ど

⑤
家
畜
共
済
保
険
料
が
わ
か
る

も
の

【
医
療
費
控
除
の
申
告
】

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
平
成　

年
中
に
支
払
っ
た
医

��

療
費
、
介
護
保
険
で
受
け
た
サ
ー

ビ
ス
の
領
収
書
、
ま
た
、
保
険
な

ど
で
補
填
さ
れ
た
金
額
が
分
か

る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
は
医
療
を
受
け
た
人
ご
と
に

わ
け
、
合
計
金
額
を
計
算
し
た
う
え

で
ご
申
告
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が
必
要
な
み
な
さ
ん
へ

●新見支局管内
対象地区

申告会場曜日月　日
午後午前

新見・高尾および全市山村開発センター水�月��日

金谷・正田・石蟹および全市山村開発センター水�月��日

井倉法曽井倉市民センター
木�月��日

熊谷市民センター管内熊谷市民センター

菅生市民センター管内菅生市民センター
月�月��日

上市市民センター管内上市市民センター

唐松市民センター管内・長屋唐松市民センター火�月�日

西方・下熊谷および全市山村開発センター日�月��日

草間市民センター管内草間市民センター月�月��日

佐伏赤馬・宇山豊永市民センター火�月��日

千屋市民センター管内千屋市民センター水�月��日

全市山村開発センター木�月��日

●大佐支局管内
対象地区

申告会場曜日月　日
午後午前

町筋以外の川西おおさ総合センター木�月��日

川東おおさ総合センター
火�月��日

上刑部旧淳和小学校（午後）

町筋おおさ総合センター
金�月�日

大井野旧大井野小中学校（午後）

田治部田治部小学校（午前）
土�月�日

布瀬旧布瀬小学校（午前）

●神郷支局管内
対象地区

申告会場曜日月　日
午後午前

足立・坂根・河原・三信・安信・
谷安・下谷・門前

神郷生涯学習センター
「しゃくなげホール」金�月��日

油野（笹尾・備北開拓を除く）旧油野小学校

高瀬（野原・野原鷲尾を除く）旧高瀬小学校
金�月��日

釜村・野原・野原鷲尾新郷市民センター

野田・岩屋・新市・湯舟・小谷・
笹尾・備北開拓・舞尾

神郷生涯学習センター
「しゃくなげホール」

水�月�日

●哲多支局管内
対象地区

申告会場曜日月　日
午後午前

宮河内・花木ほか哲多支局
管内全域

哲多支局　　　火�月��日

蚊家田淵・大野新砥公民館木�月�日

成松本郷哲多支局　　　月�月�日

矢戸老栄・荻尾夢ひろば萬歳金�月�日

●哲西支局管内
対象地区

申告会場曜日月　日
午後午前

大野部・八鳥・畑木哲西支局　月�月��日

大竹・矢田哲西支局　　水�月��日

上神代哲西支局木�月�日

※上記山村開発センター（新見支局管内会場）の他、期間中、土・日曜日を除き山村開発センターでも申告相談を受け付けしますが、
上記各申告会場へ職員を派遣するため、職員が少数となり待ち時間が長くなりますのでご了承ください。

　申告会場の混雑緩和のために大まかな地区割りをしていますが、市内どこの会場でも申告する
ことができますので、都合の良い会場へお越しください。
※申告受付時間は、�：��～��：��です。ただし、山村開発センターは、�：��～��：��です。
※午前の会場受付時間は、　�：��～��：��ですのでご注意ください。
※午後の会場受付時間は、　��：��～��：��ですのでご注意ください。

申告相談日程
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市
で
は
、
�
月
〜
�
月
に
市
内
を
巡
回

し
て
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
す
る
た
め
、

犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
飼
い
主
へ
�
月

下
旬
に
日
程
表
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

犬
の
登
録
手
続
（
新
規
登
録
・
転
入
・

譲
り
受
け
な
ど
）
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い

場
合
や
犬
の
異
動
（
死
亡
・
転
出
・
引
き

渡
し
な
ど
）
が
あ
っ
た
場
合
は
、
お
早
め

に
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
支
局
の
窓
口
で

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

犬
や
猫
の
飼
育
マ
ナ
ー
を　
　
　

守
り
ま
し
ょ
う

　

愛
犬
・
愛
猫
と
毎
日
楽
し
く
暮
ら
し
て

い
て
も
、
誰
か
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
正
し
い
飼
い
方
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

　

犬
を
飼
育
す
る
際
に
は
、
放
し
飼
い
を

絶
対
に
や
め
、
散
歩
時
の
フ
ン
は
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
猫
の
場
合
は
、
飼
い
主
の
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
、
近
所
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

他
に
迷
惑
を
か
け
ず
、
家
族
の
一
員
と

し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
責
任
を

も
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
手
続
き
は

お
早
め
に

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係
（
�
�
�
�
�
�
）

　

「
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
寄
付
金
」

（
ふ
る
さ
と
納
税
）と
し
て
、
多
く
の
み
な
さ

ま
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と「
に
い
み
」を
離
れ
、
ふ
る
さ
と

を
想
い
な
が
ら
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
や
、
新

見
市
へ
の
思
い
入
れ
を
お
持
ち
の
人
な
ど
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
、こ
の「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」を
通
じ
た
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

く
わ
し
い
内
容
・
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

総
務
課
総
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

公
表
に
同
意
を
い
た
だ
い
た
寄
付
者
の
み

な
さ
ま
は
次
の
と
お
り
で
す
。

宮
田
貴
志（
岡
山
市
）　

橋
本
義
昭（
神
奈
川
県
）

原
田
良
子（
岡
山
市
）　

羽
場
頼
三
郎（
岡
山
市
）

小
林
正
信（
東
京
都
）　

藤
井
昌
博（
岡
山
市
）

南
條　

久（
大
阪
府
）　

冨
部　

一（
倉
敷
市
）

冨
谷　

功（
総
社
市
）　

関
藤
洋
子（
岡
山
市
）

渡
辺
幸
一（
京
都
府
）　

坂
本
壽
文（
神
奈
川
県
）

逸
見
道
子（
東
京
都
）　

安
藤
秀
三（
岡
山
市
）

 
（
平
成　

年
�
月
〜　

月
受
付
分　

順
不
同
・
敬
称
略
）

��

��

「
ふ
る
さ
と
に
い
み
」
を　

応
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

総
務
課
総
務
係
（
�
�
�
�
�
�
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
国
保
年
金
係
（
�
�
�
�
�
�
）

◇
確
定
申
告
の
前
に　
　
　

　

高
額
療
養
費
の
申
請
を
！

　

平
成　

年
の
確
定
申
告
で
医

��

療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
、
受
診
し
た
医
療
機
関
の
領

収
書
の
原
本
の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
の
高
額
療
養
費
の
申
請
に
お

い
て
も
必
ず
領
収
書
の
写
し
の

提
出
が
必
要
で
す
。
確
定
申
告
お

よ
び
高
額
療
養
費
の
申
請
を
さ

れ
る
人
は
、
で
き
る
だ
け
確
定
申

告
で
領
収
書
を
提
出
す
る
前
に
、

市
民
課
国
保
年
金
係
ま
た
は
各

支
局
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
高
額

療
養
費
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
先
に
行

わ
れ
る
人
は
、
領
収
書
を
提
出
す

る
前
に
必
ず
領
収
書
の
写
し
を

と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
で
領
収
書
を
提
出

し
、
写
し
が
な
い
場
合
、
高
額

療
養
費
の
申
請
に
は
領
収
書

の
再
交
付
な
ど
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◇
高
額
療
養
費
と
は
…

　

同
じ
月
内
の
医
療
費
の
自
己

負
担
額
が
限
度
額
（
※
）
を
超
え

た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
医
療
費
を
高
額
に
支

払
っ
た
場
合
は
、
申
請
を
し
て
高

額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

※
自
己
負
担
限
度
額
は
住
民
税

の
課
税
区
分
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
市
民
課

国
保
年
金
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

み
な
さ
ん
へ

国
保
年
金
係
か
ら
の
お
知
ら
せ
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市からのお知らせ

行政チャン ネル番組表 �����

　市では、認可区域の変更（汚水石蟹分区の

拡大、雨水区域の縮小）にともない新見市公

共下水道事業計画変更案（新見処理区）の縦

覧を行います。

■縦覧図書の名称

　新見市公共下水道変更（新見処理区）

■縦覧期間

　�月��日�～�月��日�

　（土・日曜日を除く）

■縦覧時間

　�：��～��：��

■縦覧場所

　下水道課（新見市正田���－��）

■意見書の提出期限

　�月��日�

■提出先・問い合わせ先

　下水道課（������）

縦覧を行います

　選挙管理委員会では、平成��年�月�日登

録の選挙人名簿および在外選挙人名簿並びに、

平成��年�月�日現在で調製した農業委員

会委員選挙人名簿の縦覧を行います。

　この縦覧は、選挙人の異議申し出の機会を

保障するためのもので、登録漏れや無資格者

の登録、記載事項の誤りといったことを防止

するためのものです。

■選挙人名簿・在外選挙人名簿

　【縦覧期間】

　　�月�日�～�日�

　　�：��～��：��

■農業委員会委員選挙人名簿

　【縦覧期間】

　　�月��日�～�月�日�

　　�：��～��：��

■縦覧場所・問い合わせ先

　選挙管理委員会事務局（������）

選挙人名簿縦覧 下水道事業変更認可

新番組■「ソフトボール教室　ピッチング基礎編」　※�月��日�から放送予定 《毎日》　 �：��・��：��・��：��
新番組■「おもしろ理科実験講座」　※�月��日�から放送予定 《毎日》　��：��・��：��・��：��

新番組■「みんなおいでよ！笑顔と出会える子育て広場」　※�月��日�から放送予定
 《毎日》　�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��

■「みんなで始めよう　ニュースポーツ　ディスコン編」 《毎日》　 �：��・��：��・��：��

■「にいみにっこりクッキング」～キッズクッキングかみかみ噛ミング健康～ 《毎日》　��：��・��：��・��：��

■「わが家の防火・防災　火災編」 《毎日》　��：��・��：��・��：��

■「メリッサの英語で言うてみんせぇ」 《毎日》　��：��・��：��・��：��

■「下水道で快適な生活を」 《毎日》　��：��・��：��・��：��

■「安全・安心な水道水ができるまで」 《毎日》　��：��・��：��・��：��

■いざという時のために「子供の事故防止と緊急時の応急手当」 《毎日》　 �：��・��：��・��：��

■元気になろう「新見ロコモ体操」 《毎日》　�：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��

■郷土の偉人・太田辰五郎とは？「千屋牛物語」 《毎日》　��：��　　　　　　
※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせ等）を放送しています。
 ■問い合わせ先　企画政策課広報係（������）
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　市では、男女共同参画社会を実現するため、さ

まざまな取り組みを行っています。今回は、結婚

推進協議会との共同開催により、次のような講座

を企画し、受講者を募集します。

■日　　時　�月��日�　��時～��時

■会　　場　まなび広場にいみ�階学習室

■テ ー マ　「好感度アップ

　　　　　　～思いやりのコミュニケーション～」
　　　　　　初対面での会話、職場、プライベー

トで心地よいコミュニケーション
を行うには？

　　　　　　相手を思いやる心や行動が、あなた
の明日に変化をもたらせます！

■講　　師　森 田 恵 子さん

　　　　　　フリーアナウンサー、
　　　　　　コミュニケーション・
　　　　　　マナー講師

■申込方法
　電話、ハガキ、ＦＡＸのいずれかで①住所、②
氏名、③電話番号を明記して申し込みください。
※市ホームページからも申し込みできます。

■申込期限　�月��日�

■受 講 料　無料

■募集定員　��名

■申込・問い合わせ先

　企画政策課広報係

　〒��������新見市新見���番地�

　（������）（ �����）

　URL:http://www.city.niimi.okayama.jp/

ステップアップ講座
を開催します！

募　集

■内　容　ワープロソフト「ワード」を使っての文字入力

　　　　の基礎・簡単な文書の作成（�回連続）

■対　象　パソコンで文字入力ができ、マウス操作が

　　　　できる人

■日　時　�月��日�、��日�、��日�

　　　　　時間はいずれも��：��～��：��

■会　場　まなび広場にいみ�階パソコン室

■参加費　�,���円（テキスト代別途）

■定　員　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法　講座名（ワープロの基礎�月）、郵便番号、

住所、氏名、年齢、電話番号を記入して、ハガキま

たは電話、ＦＡＸでお申し込みください。また、ま

なび広場にいみ受付にも申込用紙を用意しています

のでご利用ください。

■申込締切　�月��日�

■申込・問い合わせ先

　〒���－����　新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係（������・������）

ゆっくりのんびりワープロの基礎

パソコン講座 ２月 主催
まなび広場にいみ

　新見市結婚推進協議会では、
独身男女の出会いの場を提供
するため、さまざまなイベント
を開催しています。
　今回はイタリアンビュッフェスタイルのカジュア
ルパーティーを次のとおり開催しますので、是非ご参
加ください。

■日　　時　�月��日�　��時～��時

■会　　場　カフェレストラン・カヴァティーナ

　　　　　　（新見市正田���－�）

■申込方法　別途申込書により直接申し込みください。

　　　　　　申込書は、市役所、各支局、市内コン

　　　　　　ビニエンスストアなどに置いています。

■申 込 先　有限会社チアーズ（倉敷市三田��－�）

      　　　　�������������

　　　　　　 ���－���－����

※新見市結婚推進協議会のホームページから　

も申し込みできます。

■申込期限　�月��日�

■参 加 費　�,���円

■参加資格　��歳以上の独身者で

　　　　　　男性：市内在住・在勤

　　　　　　女性：問いません

■募集定員　男女各��名

■問い合わせ先

　新見市結婚推進協議会事務局

　（企画政策課政策係内������)

　URL：http://www.city.niimi.okayama.jp/?ID=16438

出会いのパーティー
を開催します！

もり　　　た　　　けい　　　こ
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　新見市の特産物であるトマト、ピオーネ、もも、りんどうを新たに栽培する意欲のある人や

グループを対象に、農作業実習や栽培技術を学ぶ「就農準備講座」を開催します。

就農準備講座受講生 募集

■対象者　以下の全てに当てはまる人もしくはグループ
　�栽培技術を習得し、販売を目的に農業に取り組む
　　意欲がある。
　�年間を通じて参加が可能である。
　�現地集合できる。
■参加費　無料
■講　師　栽培農家、農協営農指導員、
　　　　　農業普及指導センター職員
■主　催　新見地域農林漁業担い手育成対策協議会
■募集期間　�月�日�～�月��日�
■受講者説明会　�月�日�　��時～��時
　　　　　　　　山村開発センター�階小会議室　　
　　　　　　　　（内容説明、受講者台帳の記入など）

■各コースの概要
　�トマトコース　　場所：新見市神郷栽培ほ場
　　　　　　　　　　期間：�月～��月（�回程度）
　�ピオーネコース　場所：新見市豊永ピオーネ
　　　　　　　　　　　　　交流館ぶどう研修ほ場
　　　　　　　　　　期間：�月～�月（�回程度）
　�ももコース　　　場所：新見市草間栽培ほ場
　　　　　　　　　　期間：�月～��月（�回程度）
　�りんどうコース　場所：新見市菅生栽培ほ場
　　　　　　　　　　期間：�月～��月（�回程度）
■申込・問い合わせ先
　新見農業普及指導センター　新見市高尾����
　（������　内線���　難波）（ �����）
　���������		


���������������	�������������

会と催し

　市教育委員会では、今年度の自

主企画事業の一つとして、「スタ

インウェイ・市民ピアノコンサー

ト」を開催します。スタインウェ

イとは、世界のピアノメーカー御三家の一つに数えら

れ、世界で最も有名なピアノの代表格です。まなび広場

にいみには、このスタインウェイ・ピアノがあり、これ

まで多くの人に愛されてきました。

　あなたも世界的な名器“スタインウェイ”をご自身の

指や感覚で体感してみませんか？

■日　　時　�月��日�　��：��～

■参 加 料　無料（※観覧者も無料です。）

■募集内容　スタインウェイ製ピアノの

　　　　　　演奏体験（リレー方式）

■参加資格　小学生以上（市内在住・在勤の人）

　　　　　　募集要項の内容を承諾された人

■申込方法　まなび広場にいみおよび各支局にある

申込用紙でお申し込みください。

■受付期間　�月�日�～��日�

■そ の 他　��組を超えた場合は、抽選により決定

します。

■問い合わせ先

　生涯学習課文化振興係（������）

スタインウェイ・
市民ピアノコンサート

（トマト、ピオーネ、もも、りんどうコース）

農農農農農農農農農農農農産産産産産産産産産産産産物物物物物物物物物物物物づづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりののののののののののののププププププププププププロロロロロロロロロロロロにににににににににににに農産物づくりのプロに
ななななななななななななりりりりりりりりりりりりまままままままままままませせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかなりませんか

　市では、一人ひとりが個性や能力を発揮し輝くことの

できる男女共同参画社会の実現のため、長年幼児教育に

携わり、“まあせんせい”の通称で親しまれる男性保育

士である 菊  地  政  隆 さんを講師に迎え、次のとおりフォー
きく ち まさ たか

ラムを開催します。多くのみなさんのご来場をお待ちし

ています。

■日　時　�月�日�　�����������

■場　所　まなび広場にいみ小ホール

■演　題　子どもの心を育てるには

　　　　　～目に見えない心を

　　　　　　育てる方法を伝授します～

■講　師　 菊 
きく

 地  政 隆   さん
ち まさ たか

　　　　　（扇こころ保育園統括園長）

■入場料　無料（事前の申し込みは必要ありません。）

■その他　子どもと一緒に参加も可能です。また、

託児所（子ども一人につき５００円）も開

設しますので、託児を希望される場合は

２月２９日�までに企画政策課までご連

絡ください。

■問い合わせ先

　企画政策課広報係（������）

子どもの心を育てるには
～目に見えない心を
　育てる方法を伝授します～ 極極極極極極極極極極極極上上上上上上上上上上上上ののののののののののののホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルでででででででででででで　極上のホールで

弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾いいいいいいいいいいいいててててててててててててみみみみみみみみみみみみまままままままままままませせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？？？　　　弾いてみませんか？
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新見市男女共同参画情報紙

り ぼ ん������
������

「 人  生 を楽しむ」
い ま

「できることから生き生きと�」
　今回のりぼんでは、正田地区で男性料理教室などさまざまな活動を通して会員相
互の交流をされている「正田がんこじいさんの会」の杉本智人さん、田口和男さん、
西尾宗明さん、福田博美さんの４名と、子どものお弁当を作るなど、積極的に子育
てを行っている男性（イクメン）として、哲多町矢戸の羽場昭正さんにインタビュ
ーを行いました。

　
正
田
が
ん
こ
じ
い
さ
ん
の
会
と
は
…

　

「
第
二
の
人
生
を
地
域
の
仲
間
と
生
き

生
き
と
楽
し
く
過
ご
そ
う
」
と
、
平
成　
18

年
に
正
田
地
区
の　

歳
以
上
の
男
性
が

55

集
ま
っ
て
つ
く
ら
れ
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

会
員
の
希
望
に
よ
り
、
料
理
・
ス
ポ
ー

ツ
・
園
芸
・
旅
行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

料
理
教
室
を
始
め
た
キ
ッ
カ
ケ
や
、

　

や
っ
て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
？

田
口
さ
ん
・
西
尾
さ
ん
・
福
田
さ
ん

　

会
の
活
動
は
料
理
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
楽
し
ん
で
い
る
の

で
す
が
、
元
々
杉
本
さ
ん
が
そ
ば
、
う
ど

ん
が
上
手
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
料
理
に
挑

戦
し
よ
う
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
つ
か
ら
か
、
毎
回
行
事
の

時
に
は
料
理
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
魚
を
さ
ば
く
、
う
ど
ん
・
そ
ば
を
打

つ
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

正
田
が
ん
こ
じ
い
さ
ん

の
会
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

自
分
が
自
立
し
て
や
ら
な
い
と

い
け
な
い

正田がんこじいさんの会のみなさん羽場昭正さん
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野
が
あ
る
の
で
、
分
担
し
て
料
理
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
で
も
不
自
由
し
な
く
て

す
み
そ
う
な
時
代
で
す
が
、
そ
れ
で
も
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
田
口
さ
ん

　

高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
、
も
し
女
房
が

先
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
自
分
が
自
立

し
て
料
理
な
ど
も
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
男
性
で
も
、
や
れ

ば
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

杉
本
さ
ん

　

若
い
頃
か
ら
そ
ば
打
ち
が
得
意
で
、
そ

ば
打
ち
以
外
の
料
理
も
何
で
も
や
り
ま

す
。

西
尾
さ
ん
・
福
田
さ
ん

　

仲
間
と
楽
し
く
、
生
き
生
き
と
過
ご
す

た
め
、
こ
の
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

田
口
さ
ん

　

料
理
の
後
片
付
け
が
大
変
だ
と
感
じ

ま
し
た
…
。

杉
本
さ
ん

　

料
理
は
若
い
頃
か
ら
し
て
い
る
し
、
料

理
を
作
り
な
が
ら
片
付
け
も
同
時
に
す

る
の
で
、
片
付
け
も
大
変
と
は
感
じ
て
い

な
い
で
す
。

福
田
さ
ん

　

妻
は
手
間
が
か
か
る
こ
と
を
し
て
い

た
ん
だ
な
ぁ
と
知
り
ま
し
た
。

西
尾
さ
ん

　

自
分
で
料
理
を
作
る
こ
と
の
必
要
性

は
、
独
居
に
な
る
な
ど
、
そ
の
立
場
に
な

ら
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
簡
単
な
も

の
か
ら
始
め
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

家
庭
で
も
料
理
を
し
て
い
ま
す　

　

か
？

福
田
さ
ん

　

料
理
教
室
で
習
っ
た
料
理
な
ど
は
そ

の
と
き
だ
け
で
、
家
庭
で
は
作
っ
て
い
な

い
で
す
。

杉
本
さ
ん

　

酒
の
つ
ま
み
は
自
分
で
作
り
ま
す
。
そ

れ
に
、
う
ど
ん
、
そ
ば
作
り
は
女
性
よ
り

上
手
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
口
さ
ん

　

山
芋
の
お
好
み
焼
き
が
得
意
で
、
孫
に

も
大
好
評
で
す
。

　

現
役
時
代
の
家
事
に
つ
い
て
は
？

西
尾
さ
ん

　

自
営
業
で
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
料

理
は
妻
が
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

福
田
さ
ん

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
共
働
き
で
し
た
が
、

田口和男 さん

妻
の
苦
労
が
わ
か
っ
た

女
性
よ
り
上
手
い
料
理
も

母
親
が
元
気
で
い
た
の
で
、
料
理
は
母
親

が
し
て
い
ま
し
た
。

杉
本
さ
ん

　

母
親
と
妻
が
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分

は
仕
事
で
精
一
杯
で
し
た
。

田
口
さ
ん

　

共
働
き
で
し
た
が
、
勤
務
時
間
が
不
規

則
で
料
理
は
し
て
い
な
か
っ
た
で
す
。

　

家
庭
や
職
場
で
の
男
女
共
同
参
画

　

に
つ
い
て

福
田
さ
ん

　

男
女
共
同
参
画
の
主
体
は
何
な
の
で

し
ょ
う
か
？
こ
と
さ
ら
に
協
力
と
か
言

わ
な
く
て
も
、
お
互
い
に
カ
バ
ー
し
な
い

と
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
し
、
や
る
人
は

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
私
た
ち
は
古
い
世
代
だ
か
ら
料

理
・
洗
濯
は
主
婦
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
し
、
今
も
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

私
た
ち
は
古
い
世
代
だ
か
ら
料

理
・
洗
濯
は
主
婦
の
仕
事
だ
と
思

っ
て
い
た

杉本智人 さん

自
分
は
仕
事
で
精
一
杯
だ
っ
た
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杉
本
さ
ん
・
田
口
さ
ん
・
西
尾
さ
ん
・
福

田
さ
ん

　

現
代
は
昔
（
自
分
達
が
若
い
頃
）
と
比

べ
て
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
飯
を
炊
く
の
に
、
竈
に
薪
を
く
べ
て

釜
で
炊
く
こ
と
な
く
、
炊
飯
器
で
ス
イ
ッ

チ
を
押
す
だ
け
で
炊
き
上
が
る
。

　

洗
濯
は
、
洗
濯
板
に
衣
類
を
あ
て
て
手

で
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
わ
な
く
て
も
、
洗
濯
機
の

ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
洗
濯
か
ら
脱
水
ま
で

で
き
る
。

　

食
べ
物
も
、
少
し
歩
け
ば
何
で
も
揃
う

店
舗
が
あ
り
、
時
間
に
制
約
さ
れ
ず
に
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

昔
は
ど
こ
へ
行
く
に
も
自
分
の
足
で

歩
き
、
交
通
機
関
は
列
車
を
利
用
す
る
く

ら
い
で
し
た
が
、
今
や
誰
で
も
自
家
用
車

を
所
有
し
、
自
分
で
運
転
し
て
ど
こ
へ
で

も
出
か
け
る
。

 　

ま
た
、
昔
の
女
性
の
家
事
と
比
べ
る
と
、

家
事
全
般
が
非
常
に
簡
単
に
便
利
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

お
金
は
か
か
り
ま
す
が
、
便
利
な
世
の

中
に
な
り
、
昔
に
比
べ
る
と
時
間
の
余
裕

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

田
口
さ
ん

　

Ｊ
Ｒ
で
運
転
士
を
や
っ
て
い
ま
し
た

が
、
昔
は
石
炭
を
使
っ
て
い
た
し
男
し
か

で
き
な
い
仕
事
で
し
た
。

　

今
は
（
石
炭
も
使
わ
な
く
な
り
、
力
仕

事
が
減
っ
た
の
で
）
女
性
運
転
士
も
い
ま

す
が
、（
出
産
・
子
育
て
な
ど
で
）
女
性

は
継
続
し
て
仕
事
が
で
き
な
い
面
が
あ

る
の
も
事
実
で
す
。

　

ま
た
、
産
休
や
育
休
を
男
性
が
取
得
す

る
の
は
、
大
き
な
会
社
な
ら
別
で
も
、
小

さ
な
会
社
だ
と
他
の
人
に
迷
惑
が
か
か

っ
て
し
ま
う
の
で
、
実
際
に
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す

西
尾
さ
ん

　

多
く
の
人
と
付
き
合
う
こ
と
。
一
人
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
元
気
の

秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。

福
田
さ
ん

　

若
い
人
（　

歳
代
）
が
ど
ん
ど
ん
（「
が

��

ん
こ
じ
い
さ
ん
の
会
」
の
よ
う
な
活
動

に
）
入
っ
て
き
て
く
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

杉
本
さ
ん

　

仲
間
を
増
や
し
て
楽
し
く
や
り
ま
し

ょ
う
。

田
口
さ
ん

　
　

歳
か
ら
が
自
分
の
人
生
。
楽
し
い
雰

��
囲
気
の
会
に
参
加
し
て
愉
快
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。　

歳
を
過
ぎ
れ
ば
そ
こ
で
止

��

ま
っ
て
し
ま
う
人
と
は　

年
、　

年
す
れ

��

��

ば
相
当
差
が
つ
く
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い

雰
囲
気
が
大
切
、
笑
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
緒
に
活
動
で
き
る
仲
間
が
い
る
か

ら
続
け
ら
れ
ま
す
。

世
の
中
が
便
利
に
な
っ
て
い
る

け
ど
・・・

福田博美 さん

西尾宗明 さん

　

歳
か
ら
が
自
分
の
人
生

６０

がんこじいさんの会の料理の様子
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新見市男女共同参画情報紙

　
「
が
ん
こ
じ
い
さ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

は
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
提
供
し
合
い
、

お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、
助
け
合
っ
て

会
を
運
営
し
て
い
る
こ
と
が
ま
ぶ
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
生
経
験
の
中
で
、
世
代

的
に
男
女
の
役
割
に
対
す
る
固
定
観
念
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
自
立

し
て
周
り
と
楽
し
く 
和  
気  
藹  
 々
と
過
ご
そ

わ 

き 

あ
い 

あ
い

う
と
い
う
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
料
理
教
室
に
も
自
然
体
で
参
加

さ
れ
、
多
く
の
人
と
関
わ
り
、
会
話
や
作

業
を
通
じ
て
多
く
の
仲
間
を
つ
く
り
、
一

人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
自
分
に
あ
っ
た

や
り
方
で
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
「　

歳
か
ら
人
生
が
始
ま
る
」、
う
ー
ん

６０
良
い
言
葉
で
す
。

　
「
イ
ク
メ
ン
」
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

自
然
に
子
育
て
を
す
る
羽
場
さ
ん
が
輝
い

て
見
え
ま
し
た
。
ま
た
、
団
塊
の
世
代
で

あ
り
な
が
ら
、
子
育
て
・
家
事
全
般
に
当

然
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
羽
場
さ
ん
の

お
父
様
に
も
心
か
ら
エ
ー
ル
を
贈
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

り
ぼ
ん
第　

号
（
市
報
第　

号
へ
掲
載
）

１２

７７

で
、
男
女
共
同
参
画
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
「
自
立
」・「
思
い
や
り
」・「
感
謝
」
を

挙
げ
ま
し
た
が
、
羽
場
さ
ん
は
見
事
に
ク

リ
ア
。
家
族
の
絆
を
大
切
に
育
ん
で
い
く

た
め
に
は
、「
自
立
」・「
思
い
や
り
」・「
感

謝
」
が
必
要
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

イ
ク
メ
ン
の
羽
場
さ
ん
は
心
身
と
も
に

イ
ケ
メ
ン
で
し
た
。

編
集
後
記

イ
ク
メ
ン
と
は
・・・

　

子
育
て
を
楽
し
む
男
性
や
子
育
て
を

積
極
的
に
行
う
男
性
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
た

だ
い
た
羽
場
さ
ん
は
、
お
弁
当
作
り
だ
け

で
は
な
く
、
日
常
の
家
事
で
も
自
ら
が
手

本
を
示
し
、
ま
た
、
神
楽
な
ど
地
域
の
行

事
や
農
作
業
に
も
子
ど
も
と
一
緒
に
取

り
組
ん
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
子
育
て
を
行
っ
て
い
ま

　

す
か
？

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、
お
し

め
・
食
事
な
ど
、
一
般
的
に
母
親
（
妻
）

が
す
る
こ
と
を
同
じ
よ
う
に
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
も
同
じ
で
す
。

　

父
親
が
自
分
を
そ
う
い
う
風
に
育
て

て
く
れ
た
の
で
、
自
然
と
同
じ
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
で
、
お
弁
当
作

り
や
料
理
も
子
ど
も
と
一
緒
に
作
っ
て

い
ま
す
。

　　

お
弁
当
づ
く
り
を
始
め
た
キ
ッ
カ
ケ

　

は
？

　

子
ど
も
た
ち
が
お
弁
当
を
必
要
と
す

る
か
ら
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
お
父
さ
ん
に
作
っ
て

欲
し
い
と
言
え
ば
、
作
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

お
弁
当
づ
く
り
を
や
っ
て
い
て
感
じ

　

た
こ
と
は
？

　

お
弁
当
を
作
る
と
き
は
、
子
ど
も
が
苦

手
な
食
材
は
、
食
べ
や
す
い
よ
う
に
細
か

く
切
っ
て
他
の
お
か
ず
に
紛
れ
さ
せ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

作
っ
た
も
の
を
全
部
食
べ
て
く
れ
る

と
何
よ
り
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
保
育
園
で
、
お
父
さ
ん
の
手
作

り
弁
当
は
な
か
な
か
評
判
が
い
い
よ
う

で
す
。

　

子
育
て
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と　

　

は
？

　

子
ど
も
に
何
か
を
さ
せ
る
と
き
は
、
ま

ず
自
分
が
や
っ
て
み
せ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
口
先
だ
け
で
は
な
く
行
動
に
表

す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、「
何
事
に

も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
が
、一
番
大
切
だ
と
教
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
家
族
、
地
域
の
人
た
ち

に
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
や
、

子
ど
も
が
き
ち
ん
と
出
来
た
ら
褒
め
て

や
る
こ
と
を
心
が
け
て
子
育
て
を
し
て

い
ま
す
。
褒
め
る
こ
と
は
子
ど
も
の
神
楽

を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

勉
強
以
外
で
も
頑
張
る
姿
を
褒
め
て

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

何
事
に
も
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
農
作
業
や
家
事
、
イ
ベ
ン
ト
へ
も

可
能
な
限
り
子

ど
も
と
一
緒
に

参
加
し
て
、
家

族
・
地
域
の
力
を

得
て
、
助
け
合
い

な
が
ら
子
育
て

を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

新編集委員紹介　委員長：小川政保　　副委員長：川上幸江
　　　　　　　　編集委員：川本太問、清水里香、双道昌子、谷岡奈央、前田　実、
　　　　　　　　　　　　　山本静香、上田奈津美、岡本博巳

「
イ
ク
メ
ン
」へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

父
親
が
自
分
を
そ
う
い
う
風
に

育
て
て
く
れ
た

羽場昭正 さん

子
ど
も
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
る

か
ら

作
っ
た
も
の
を
全
部
食
べ
て
く

れ
る
と
何
よ
り
嬉
し
い

何
事
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い



��市報にいみ 第８３号
������������

ど
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る

の
で
す
か
？

祐
清
の
遺
品
の
中
か
ら
、形
見

と
し
て
、「
し
ろ
い
こ
そ
て

（
で
）」「
つ
む
き（
ぎ
）の
お
も
て
」「
ぬ

の
こ
」
の
�
品
を
い
た
だ
け
た
ら
、

「
い
か
ほ
と（
ど
）御
う
れ
し
く
候
」と

書
い
て
あ
り
ま
す
。

「
た
ま
が
き
書
状
」
は
現
在
ど

こ
に
あ
る
の
で
す
か
？

い
つ
頃
書
か
れ
た
も
の
で
す

か
？

�
�
�
�
年
（
寛
正
�
年
）

�
月　

日
に 
祐  
清 （
京
の
東
寺

ゆ
う 

せ
い

��

か
ら
赴
任
し
た 
直  
務 
代
官
）
が
谷
内

じ
き 

む

で
落
命
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
す
ぐ

後
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

誰
が
誰
に
宛
て
た
書
状
で
す

か
？

た
ま
が
き（
新
見
庄
の
治
安
に

あ
た
る 
惣  
追  
捕  
使 
福
本
盛
吉

そ
う 

つ
い 

ぶ 

し

の
妹
と
言
わ
れ
て
い
て
、
祐
清 
上 

し
ょ
う 
人 

に
ん

の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
た
）

が
東
寺 
公  
文  
所 
に
宛
て
た
も
の
で
す
。

く 

も
ん 

じ
ょ

ど
う
し
て
価
値
が
あ
る
の
で

す
か
？

お
よ
そ
�
�
�
年
も
前
の
農

村
女
性
に
よ
る
大
変
貴
重
な

直
筆
書
状
。
新
見
生
ま
れ
の
唯
一
の

国
宝
だ
か
ら
で
す
。

まちやむらの�あ�れ�こ�れ�

「
た
ま
が
き
書
状
」（
縦　
 .
�

��

�
×
横
�
�
� .
�
�
）
は
平

成
�
年
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
「
東
寺

 
百 

ひ
ゃ
く 
合  
文  
書 
」
の
中
に
あ
り
、
京
都
府

ご
う 

も
ん 

じ
ょ

立
総
合
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
�
�
�
�
年
�
月
に
は
新

見
美
術
館
開
館　

周
年
記
念
と
し
て

��

国
宝
「
た
ま
が
き
書
状
」
特
別
公
開

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
複
製
は
新
見
美

術
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
��
�
�
�
�
�
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夢
と
ロ
マ
ン「
備
中
神
楽
」

�
�
�
�
�

で
す
。

　

次
に
衣
装
に
つ
い
て
は
、
一
般
に

袖
が
長
く
陣
羽
織
の
肩
が
上
に
ぴ
ん

と
張
り
上
が
っ
て
い
る
の
が
目
に
つ

き
ま
す
。 

櫛  
稲  
田  
姫 
が
長
袖
の
着
物

く
し 

い
な 

だ 

ひ
め

に
太
鼓
帯
を
む
す
ん
で
お
り
、
途
中

で
う
ち
か
け
を
着
る
こ
と
も
非
常
に

め
ず
ら
し
い
こ
と
で
す
。
太
鼓
の
打

ち
方
も
�
ど
ん
ど
こ
ど
ん
ど
ん
ど
ん

ど
こ
ど
ん
ど
ん
�
と
テ
ン
ポ
が
早
く
、

い
さ
ま
し
い
舞
で
す
。

　

神
楽
の
舞
に
魅
了
さ
れ
夜
が
更
け

て
い
く
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
に
、
幻
想

的
な
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

す
。

　

物
が
豊
富
に
あ
り
、
娯
楽
施
設
も

た
く
さ
ん
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
が

あ
ふ
れ
超
ス
ピ
ー
ド
で
時
が
流
れ
て

い
く
中
で
、
こ
の
歴
史
あ
る
独
特
の

神
楽
の
す
ば
ら
し
さ
を
夢
と
ロ
マ
ン

に
の
せ
次
世
代
に
伝
承
す
る
と
と
も

に
、
多
く
の
方
に
備
中
神
楽
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
と
も
見
て
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

神
郷
地
区
に
は
、
戦
前
ま
で
神
郷

釜
村
の
三
坂
地
区
を
中
心
に
神
代
神

楽
社
が
あ
っ
て
活
動
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
三
坂
地
区
に
は
な
く
な

り
、
そ
の
楽
譜
を
継
ぐ
者
が
現
在
の

大
字
油
野
に
残
り
、
太
田
光
左
偉
門

を
元
祖
と
し
て
歴
代
の
太
夫
に
よ
り

口
授
口
伝
さ
れ
「
神
郷
神
明
社
」
は

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
特
に
神
郷

地
区
は
、
吉
備
文
化
と
山
陰
の
出
雲

文
化
の
接
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

の
交
流
が
あ
っ
た
た
め
、
大
変
め
ず

ら
し
い
民
俗
芸
能
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
社
の
神
楽
を
一
見
し
た
と
こ

ろ
、
周
辺
の
も
の
と
は
か
な
り
異
な

っ
て
い
る
点
が
あ
り
、
そ
の
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
と
、
ま
ず
、
神
事
舞

の
ご
ざ
の
舞
、
た
く
さ
の
舞
が
あ
り

ま
す
。
特
に
た
く
さ
の
舞
は
別
名
、

笹
舞
と
も
い
い
神
郷
神
明
社
だ
け
に

伝
わ
る
独
特
の
優
雅
な
舞
で
特
徴
的

　

日
本
古
来
の
芸
能
で
あ
る
神
楽
は
、

豊
作
を
願
う
神
祭
り
の
行
事
と
し
て
、

日
本
全
土
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
伝

承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

中
国
地
方
に
お
い
て
は
、
特
に
神

話
を
題
材
に
し
た
能
が
多
く
、
備
中

神
楽
・
出
雲
神
楽
・
石
見
神
楽
・
備

後
神
楽
と
大
き
く
四
つ
の
形
態
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
備
中
神
楽
は
、

昭
和　

年
に
文
部
省
か
ら
「
国
指
定

��

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
と
し
て
指

定
を
受
け
、
多
く
の
社
中
の
中
で
も

神
郷
地
区
に
あ
る
神
郷
神
明
社
は
、

約
百
数
十
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、

現
在
は
、
神
郷
油
野
地
区
の
神
楽
の

館
を
拠
点
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、新
見
市
報

道
委
員
が
取
材
、編
集
を
行
う
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

　

季
刊
ご
と
に
、市
民
の
み
な
さ

ん
に
身
近
な
話
題
を
お
届
け
し

ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
新
見
市
報
道
委
員
】（
敬
称
略
）

定
岡　

豊
秋
（
西
方
）

宮
田　

恵
介
（
高
尾
）

木
村
貴
美
子
（
哲
多
町
本
郷
）

稲
富　

晴
孝
（
哲
多
町
成
松
）

四
木　

潤
一
（
神
郷
高
瀬
）

安
立　

淳
子
（
大
佐
田
治
部
）

上
田　

長
美
（
神
郷
油
野
）

難
波　

美
帆
（
哲
西
町
矢
田
）

小
郷　

昌
一

（
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
）

上
山　
　

晋
（
企
画
政
策
課
長
）

ちょっと�
ひといき�
Have a break.

両神と鬼の大仕合

 素  戔  鳴  尊 と 櫛  稲  田  姫 
す さ のおの みこと くし いな だ ひめ

たくさの舞
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大
学
�
年
の
若
山
牧
水
が
宮
崎
へ
の
帰

途
、
広
島
県
境
哲
西
町
二
本
松
峠
の
熊
谷

屋
へ
一
泊
し
た
の
は
明
治　

年
の
夏
。
牧

��

水
二
本
松
公
園
の
�
基
は
そ
の
折
の
作
で

あ
る
。

　

幾
山
河

　

こ
え
さ
り
ゆ
か
ば

　

さ
び
し
さ
の

　

は
て
な
む
国
ぞ

　

け
ふ
も
旅
ゆ
く

　

け
ふ
も
ま
た

　

こ
こ
ろ
の 
鉦 
を
う
ち
鳴
ら
し

か
ね

　

う
ち
鳴
ら
し
つ
つ

　

あ
く
が
れ
て
行
く

　

哲
西
町
と
広
島
県
東
城
町
は
平
成
九
年
、

牧
水
顕
彰
会
を
立
ち
上
げ
「
う
た
の
里
づ

く
り
」
を
進
め
て
来
た
。
伊
藤
一
彦
先
生

の
ご
講
演
、
応
募
短
歌
の
講
評
会
は
年
々

盛
り
上
が
り
、
文
化
講
演
会
・
牧
水
歌
碑

祭
な
ど
は
毎
年
開
催
。「
幾
山
河
の
集
い
」

は　

回
を
重
ね
た
。

��

　

歌
の
里
の
栄
光
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た

め
に
始
め
た
「
こ
ど
も
短
歌
教
室
」
は
、

早
く
も
�
年
が
経
過
。

　

牧
水
顕
彰
会
員
�
名
が
指
導
を
担
当
、

毎
月
第
�
・
第
�
土
曜
日
に
教
室
を
開
き
、

年　

回
実
施
。

��

　

会
場
は
、
牧
水
二
本
松
公
園
、
道
の
駅

公
園
、
鯉
が
窪
湿
原
、
哲
西
支
局
研
修
室

な
ど
で
あ
る
。

　

児
童
の
歌
を
三
首
紹
介
す
る
。

・
あ
め
ん
ぼ
は
水
の
上
を
あ
る
い
て
る

　

き
も
ち
が
い
い
の
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
は
ね
て

　
 

 

小
学
�
年
生

・
あ
い
が
も
が
田
ん
ぼ
の
草
と
り
米
づ
く
り

　

大
き
く
な
あ
れ
お
い
し
く
な
あ
れ

 

小
学
�
年
生

・
父
の
日
だ
何
を
あ
げ
よ
う
か
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

迷
っ
た
結
果
手
紙
を
書
こ
う

 

小
学
�
年
生

　

鉛
筆
を
に
ぎ
り
指
を
お
る
児
童
の
表
情

に
、
心
を
打
た
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
。

自
然
・
家
族
・
友
人
に
心
を
寄
せ
て
歌
を

詠
む
児
童
の
姿
は
清
々
し
く
尊
い
。
短
歌

作
り
を
始
め
た
児
童
の
感
性
や
理
性
が
日

常
生
活
を
高
め
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

　

近
年
、
町
内
外
の
小
学
校
で
も
短
歌
学

習
を
始
め
て
お
り
、
短
歌
教
室
生
と
も
ど

も
県
内
外
で
の
入
賞
者
が
増
加
し
て
い
る
。

文
化
の
里
の
未
来
は
明
る
い
。

私 
の 
ふ
る 
さ 
と 
か 
ら 
見
た 「
新
見
」

新
見
公
立
大
学

看
護
学
部
２
年 

能
美 

郁
弥  
さ
ん

（
出
身 ‥

島
根
県
津
和
野
町
）

　

私
は
、受
験
の
時
に
初
め
て
新
見
市

に
来
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
新
見
公
立
大

学
に
入
学
し
、新
見
で
の
生
活
も
早
い
も
の
で
２
年

が
経
ち
ま
し
た
。私
の
地
元
は
島
根
県
津
和
野
町
で

す
が
、新
見
市
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。ど
ち
ら
も
四
季

折
々
の
自
然
が
豊
か
で
季
節
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。冬
に
は
津
和
野
も
、雪
が
多
く
降
り
、毎

年
雪
が
積
も
る
た
め
、朝
か
ら
雪
か
き
を
よ
く
や
っ

て
い
ま
し
た
。新
見
で
雪
が
降
る
の
を
見
る
と
、時
々

地
元
の
雪
景
色
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

新
見
は
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ま
で
買
い
物

に
行
く
の
に
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
地
元
に
比
べ
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
揃
い
や
す
く
、日
々
の
生
活
が

充
実
し
て
い
ま
す
。

 羽  場  幹  恵   さん
は ば みき え

［哲西町矢田］ 

こ ど も 短 歌 教 室
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南 か ら

Happy New Year! A lot happened in 2011: tragic 
things, worrying things and hopeful things. As 
the new year begins, I feel compelled to look back 
on the previous year and reflect on all that 
happened. However, I will not do that. This year, I 
choose to focus more on today, rather than 
yesterday. This year, I choose to enjoy everything 
that I can do in my life and in Niimi. This year, I 
choose to search out the small things that are so 
often forgotten worrying about yesterday and 
tomorrow. And to everyone who may see me 
around town, please say hello, I'd love to meet 
you. I have enjoyed my time thus far in Niimi, but 
there is still more that I want to do and still more 
people that I haven't met yet. I am looking 
forward on another year Niimi and couldn't be 
happier.

北

か

ら

第　

通
��

  前  藤 　衛    さん�
まえ とう まもる

東京都足立区（出身：新見）

雪
な
ら
竹
ス
キ
ー
だ
。

　

四
季
折
々
で
姿
を

変
え
る
山
に
囲
ま
れ
た
中
、
日
が
暮
れ

る
ま
で
一
緒
に
遊
ん
だ
皆
の
顔
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。「
危
な
い
か
ら
来
る
な
」

「
悪
い
こ
と
を
す
る
な
」
と
、
お
じ
さ
ん
に
叱

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
愛
情
の
表

れ
。
今
で
は
よ
い
思
い
出
で
す
。

　

息
子
が
�
人
い
ま
す
。
小
さ
い
時
に
人
情
味

あ
ふ
れ
る
新
見
の
街
の
こ
と
を
話
し
て
や
り
ま

し
た
。
今
度
は
孫
の
番
で
す
。
も
う
一
寸
し
た

ら
「
明
治
町
�
丁
目
の
夕
日
」
を
話
し
て
や
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

京
へ
出
て
き
て　

年
に
な
り
ま
す
。　

��

��

年
間
勤
め
た
会
社
を
�
年
半
前
に
退
社

し
、
の
ん
び
り
し
て
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る
所

は
荒
川
と
隅
田
川
に
は
さ
ま
れ
た
北
千
住
。
ビ

ル
の
上
か
ら
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
顔
を
出
す
、

下
町
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
す
。

　

の
ん
び
り
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
る
せ
い
で

し
ょ
う
か
、
子
ど
も
の
頃
の
新
見
を
思
い
出
す

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
桜
の
季
節
に
は
城

山
で
遊
ん
だ
。
夏
は
機
関
庫
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。

ば
い
煙
の
ス
ス
で
黒
く
な
り
、
川
で
泳
ぎ
汚
れ

を
落
と
し
て
帰
っ
た
。
秋
に
な
る
と
江
道
橋
や

裏
の
空
き
地
で
パ
ッ
チ
ン
、
ケ
ン
パ
、
カ
ン
ケ

リ
。
冬
に
は
ニ
ク
ダ
ン
、
縄
跳
び
、
駒
ま
わ
し
。

★

東ド
ナ
ル
ド
・
ウ
ィ
ン
さ
ん

出
身
地：

ア
メ
リ
カ
、
コ
ロ
ラ
ド
州
出
身

勤
務
先：

上
市
小
、正
田
小
、塩
城
小

　あけましておめでとうございます！災い、不安、

そして希望。����年は本当にさまざまな出来事が

ありました。

　年が明けると昨年を振り返り、あの時こうしとけば、

なんて思い返してしまいます。しかし、これからは止

めようと思っています。今年は、昨日の後悔よりも今

を見て、新見での生活をおもいっきり楽しみたい

と思っています。これまでの、そしてこれからのこ

とを思い悩むよりも、普段忘れがちな小さくても大切

な今をしっかりと生きていこうと思います。

　新見のみなさん、どこかで私を見かけたら声をか

けてくださいね。これまでの新見での生活はとて

も充実したものでしたが、もっとやりたいことに挑

戦し、まだ出会っていない人達とも仲良くなりたい

なと思っています。新見での新たな�年、最高の年

にしたいと思っています。
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　�月�日�、今年から新見市防災公園をス
タート、ゴールとして、「第��回新見市新春
ロードレース大会」が開催されました。
　新しいコースでの開催となった今大会に
は、市内外から���人が参加しました。小雪
の舞う中、ゴールを目指すランナーへ沿道か
らも温かい声援が送られていました。

　�月��日�、新見市消防本部で「高規格救急自動車
受納式」が行われました。
　社団法人日本損害保険協会から寄贈されたもの
で、高規格の救急車としては、市内で�台目の配備
となります。自動式人工呼吸器や自動体外式除細動
器（ＡＥＤ）、衛星車載電話などが装備されており、
大規模災害時にも対応できる車輌となっています。

　�月��日�、いぶきの里スキー場で「神代小
学校スキー教室」が行われました。
　この教室は、体育学習の一環として行われ、
雪に親しみ、冬季も戸外で積極的に運動する気
持ちを育てることを目的としています。この
他、千屋小や菅生小などでもスキー教室が行わ
れました。

みんなでスキー体験
●神代小学校スキー教室

　平成��年��月��日�、��日�の両日、新見市消防団が市内各地
で年末夜警を実施しました。
　火気の取り扱いが多くなる年末に、地域の安全と安心を守る
ため、市内各分団の詰め所や機庫に待機し有事に備えました。

安全・安心を守る！
●消防団年末夜警

����年走り初め
●第��回新見市新春ロードレース大会

市内で５台目の配備
● 高規格救急自動車受納式
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障がい者を地域で支えあう
体制を目指して
●����新見福祉フォーラム

　�月��日�、まなび広場にいみで「第�回
晴れの国岡山駅伝競走大会出場選手激励会」
が行われました。
　激励会には、選手・スタッフ��名が出席
し、塩飽満路新見市体育協会長から激励の
あいさつがあり、選手達は、新見市の代表と
しての決意を新たにしていました。

　�月��日�、新見市総合福祉センターで「新
見地域介護予防講演会」が開催されました。
　岡山大学病院総合リハビリテーション部の

 千  田  益  夫 教授を講師にお招きし、「ロコモティ
せん だ ます お

ブシンドロームと運動器リハビリテーション」
と題した講演などが行われ、参加者��人が介
護予防の必要性について理解を深めました。

地域全体で介護予防を
●新見地域介護予防講演会

　�月��日�、まなび広場にいみで「����新見福祉
フォーラム」が開催され、���人が参加しました。
　このフォーラムは、障がい者を地域で支えあう
体制づくりを目的として開催されたもので、音楽

家の 前  川  裕  美 さんによる「トーク＆ピアノコンサー
まえ かわ ゆ み

ト」や新見高校吹奏楽部による演奏、市内の障がい
者による詩の朗読などが行われました。

　　囲碁で市内各地域が交流
　　　 ●公民館対抗囲碁大会

　�月��日�、まなび広場にいみで「平成��年度新見市
公民館対抗囲碁大会」が開催されました。
　大会には、市内��公民館から��チーム、��人が参加
し、囲碁を通して互いの親睦を深めました。なお、団体
戦では、石蟹公民館が見事に優勝しました。

新見市の代表として
●第１回晴れの国岡山駅伝競走
　大会出場選手激励会
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感
染
が
広
が
る
原
因

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
熱
に
弱
い
の
で
、

食
品
の
中
心
部
ま
で
十
分
加
熱
し
ま
し

ょ
う
。
目
安
は
、　

℃
以
上
で
�
分
以

��

上
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
た
場
所

は
、
適
切
に
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒
に
は
、
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
家
庭
用
塩
素
系

漂
白
剤
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。）が
有

効
で
す
。
使
用
す
る
際
は
、
商
品
の
説

明
事
項
な
ど
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
使

い
ま
し
ょ
う
。（
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
は
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
。）

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
の
お

う
吐
物
や
ふ
ん
便
を
処
理
す
る
場
合
は
、

使
い
捨
て
手
袋
や
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

使
用
後
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
密
封

し
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

☆
汚
れ
が
残
り
や
す
い
部
分
☆

　

指
先
・
指
の
間
・
親
指
の
周
り
・
手
首
・

し
わ
に
汚
れ
が
残
り
や
す
い
の
で
、
特

に
意
識
し
て
洗
い
ま
し
ょ
う
。

 
★
正
し
い
手
洗
い
の
方
法

①
指
輪
や
時
計
な
ど
を
は
ず
す

②
流
水
で
目
に
見
え
る
汚
れ
を
洗
い
流

す
③
石
け
ん
を
つ
け
て
泡
立
て
る

④
手
の
ひ
ら
、
手
の
甲
を
こ
す
り
、
指

の
間
は
両
手
を
組
む
よ
う
に
し
て
こ

す
り
合
わ
せ
な
が
ら
洗
う

⑤
親
指
は
反
対
の
手
で
ね
じ
る
よ
う
に

し
て
洗
う

⑥
指
先
、
爪
の
間
は
手
の
ひ
ら
の
上
で

こ
す
る
よ
う
に
洗
う

⑦
手
首
は
反
対
の
手
で
ね
じ
る
よ
う
に

し
て
洗
う

⑧
汚
れ
と
泡
を
洗
い
流
す

⑨
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
か
清
潔
な
タ
オ
ル

で
ふ
く

　

多
く
の
場
合
、「
手
指
」
を
介
し
て
感

染
が
広
が
る
の
で
、
手
を
正
し
く
洗
う

こ
と
が
感
染
予
防
の
基
本
に
な
り
ま
す
。

☆
次
の
場
合
は
、
丁
寧
に
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
☆

①
排
泄
の
介
助
や
お
う
吐
物
・
ふ
ん
便

の
処
理
後

②
ト
イ
レ
に
行
っ
た
後

③
外
か
ら
帰
っ
た
時

④
調
理
の
前　

⑤
食
事
の
前

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
 気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

★
「
人
」
か
ら
「
人
」
へ

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
の
お

う
吐
物
や
ふ
ん
便
に
は
大
量
の
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
が
存
在
す
る
の
で
、
そ
の
処
理

方
法
が
不
適
切
な
場
合
や
、
手
洗
い
が

不
十
分
な
場
合
は
、
感
染
が
広
が
り
ま

す
。

★
「
食
品
」
か
ら
「
人
」
へ

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
蓄
積
し
た
食
品
を

十
分
に
加
熱
し
な
い
で
食
べ
る
と
感
染

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る
感
染
性
胃
腸
炎
や
食
中
毒
が
、
冬
季
を

中
心
に
流
行
し
て
い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
と
て
も
感
染
力
が
強
く
、
手
指
や
食
品
な
ど
を
介

し
て
口
か
ら
体
内
に
入
り
、
お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
の
症
状
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗
力
の
弱
い
人
が
感
染
す
る
と

重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
症
な
ど
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
特
効
薬
が
な
い
た
め
予
防
が

大
切
で
す
。
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
策
①「
手
洗
い
」

予
防
策
②「
十
分
な
加
熱
」

予
防
策
③「
消
毒
方
法
」
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準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症状に
ついて当番の小児科医または看護師等が電話で相談
に応じるとともに受診等について適切なアドバイス
を行います。

■電話番号

　����� または�������������
　※＃����については、携帯電話およびプッシュ回
　　線固定電話のみご利用できます。

■相談日時　�平日：��：��～��：�� 
　　　　　　�土曜、日曜、祝日： ��：��～��：��
　　　　　　　（および��月��日 ～翌年�月�日）

■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の
　　　　　　子どもおよびその保護者

小児

■問い合わせ先　市民課 地域医療係  （������）

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 診療時間はいずれも

9時から17時までです。

検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程 ※育児相談、健康診査は、

　新見市に住民登録（住民票）のある人のみ
　受けることができます

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

診療時間：��：��～��：��

●１歳６か月児健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成��年
�月生

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉
  センター

火�月��日

●３歳児健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成��年
�月生

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉
  センター

火�月��日

担当病院

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　こぶしの里病院 �����������

真庭市　落合病院（内） ����������

真庭市　金田病院（外） ����������

真庭市　石賀医院（内） ����������

�月��日（土）

新見市　長谷川紀念病院 ������

庄原市　東城病院 �����������

真庭市　近藤病院（内・外） ����������

真庭市　杉山病院（内） ����������

真庭市　牧原医院（外） ����������

�月��日（日）

新見市　太田病院 ������

庄原市　瀬尾医院 �����������

真庭市　落合病院（内） ����������

真庭市　勝山病院（外） ����������

真庭市　宮島医院（内） ����������

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������

庄原市　こぶしの里病院 �����������

真庭市　湯原温泉病院（内・外） ����������

真庭市　高田医院（外） ����������

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ������

庄原市　細川医院 �����������

真庭市　金田病院（内・外） ����������

真庭市　遠藤クリニック（外） ����������

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　東城病院 �����������

真庭市　勝山病院（内・外） ����������

真庭市　前原医院（内） ����������

真庭市　吉弘クリニック（内） ����������

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��　

内科

歯科

■問い合わせ先

　健康づくり課親子保健係（������）

救急医療
電話相談
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平
成　

年
度
中
に
新
見
市
防

��

災
公
園
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る

団
体
は
、
大
会
な
ど
の
日
程
調

整
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
の
で

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜

��

��

■
場
所

　

新
見
市
防
災
公
園

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

■
対
象
施
設

　

新
見
市
防
災
公
園
内

　

陸
上
競
技
場
、
サ
ッ
カ
ー
場

　

多
目
的
広
場

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

係
（
�
�
�
�
�
�
）

　

防
衛
省
で
は
、
平
成　

年
度

��

一
般
幹
部
候
補
生
・
予
備
自
衛

官
補
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
幹
部
候
補
生：

入
隊
後

�
年
で
幹
部
自
衛
官
と
し
て

勤
務
す
る
コ
ー
ス

�
受
験
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人　

��

��

（　

歳
未
満
の
者
は
大
卒　

��
（
見
込
み
含
む
））

�
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

�
試
験
日

　

�
月　

日
�
飛
行
要
員
に
つ

��

い
て
は
、
�
月　

日
�
の
�

��

日
間

■
予
備
自
衛
官
補：

余
暇
を
利

用
し
訓
練
に
参
加
し
予
備
自

衛
官
に
な
る
コ
ー
ス

�
受
験
資
格

　

（
一
般
）　

歳
以
上　

歳
未
満

��

��

の
人

　

（
技
能
）　

歳
以
上
で
国
家
資

��

格
な
ど
を
保
有
す
る
人

　

（
資
格
に
よ
り　

歳
未
満
）

��

�
受
付
期
間

　

�
月　

日
�
〜
�
月
�
日
�

��

�
試
験
日

　

�
月　

日
�
〜　

日
�
の
い

��

��

ず
れ
か
�
日
を
指
定

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）

　

h
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp

/p
co
/o
k
a
y
a
m
a
/

　

新
見
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
人
を

対
象
に
、
新
見
市
周
辺
に
在
住

す
る
外
国
人
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
通
し
友
好
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「
国
際
交
流

ふ
れ
あ
い
デ
イ
」
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時　

　

�
月　

日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時
頃

��

��

■
場
所　

　

新
見
市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の

　

公
園
多
目
的
広
場

※
雨
天
の
場
合
は
、
屋
内
ゲ
ー

お
し
ら
せ

　

ト
ボ
ー
ル
場

■
参
加
費　

無
料

■
対
象

　

国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
人

（
小
学
生
以
上
で
�
人
で
コ
ー

ス
を
回
れ
る
人
）

■
募
集
期
間

　

�
月　

日
�
ま
で

��

■
定
員

　

先
着
�
�
�
名

　

※
道
具
を
持
参
さ
れ
る
場
合

は
、
申
込
み
の
時
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
総
務
課
内
）

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

（ 

�
�
�
�
�
）

　

h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.n
iim
i.

o
k
a
y
a
m
a
.jp
/u
sr/k

o
k
u
s

a
ik
o
u
ry
u
/in
d
e
x
.h
tm

　

今
年
も
「
哲
西
き
ら
め
き
ひ

な
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

新
見
市
防
災
公
園

利
用
者
会
議

■
日
時　

　

�
月　

日
�
〜
�
月
�
日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

　

※
最
終
日
は　

時
ま
で
。

��

■
場
所

　

き
ら
め
き
広
場
・
哲
西　

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
催
し
物

�
開
会
式　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜

��
�
抹
茶
接
待　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時

��

��

��

�
さ
く
ら
茶
接
待 

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

�
甘
酒
接
待　

�
月
�
日
�

　
　

時
〜　

時

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

哲
西
支
局（
�
�
�
�
�
�
）

防
衛
省
自
衛
隊
岡
山
地
方

協
力
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
デ
イ

参
加
者
募
集

第
３
回
哲
西

き
ら
め
き
ひ
な
祭
り
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岡
山
地
方
法
務
局
倉
敷
支
局

で
は
、
平
日
に
窓
口
に
来
庁
す

る
こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め
、

休
日
に
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
所
で
は
、
遺
言
・
相
続

問
題
、
土
地
・
建
物
の
登
記
手

続
、
境
界
ト
ラ
ブ
ル
、
夫
婦
・

親
子
関
係
、
戸
籍
・
国
籍
関
係
、

地
代
・
家
賃
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ

め
・
Ｄ
Ｖ
・
差
別
問
題
な
ど
の

相
談
に
対
し
、
公
証
人
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人

権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員
が

相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　

�
月　

日
�

��

■
相
談
時
間　
　

時
〜　

時

��

��

■
相
談
場
所　

　

倉
敷
市
幸
町
�
番　

号　
　

��

　

岡
山
地
方
法
務
局
倉
敷
支
局

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

岡
山
地
方
法
務
局
倉
敷
支
局

　

総
務
課
（
�
�
�
�
�
�
�

　

�
�
�
�
�
�
）

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
て
い
ま
す
。　

■
日
時
（
２
月
〜
３
月
分
）

�
精
神
科
医
師
に
よ
る

　

心
の
健
康
相
談

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

　

�
月
�
日
�　

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

�
専
門
家
に
よ
る

　

思
春
期
心
の
健
康
相
談

　

�
月
�
日
�　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局

　
　

新
見
地
域
事
務
所
内
）

　

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談

　
　

も
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

　

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地

方
消
費
税
の
申
告
納
付
は　

�

月
�
日
�
ま
で
で
す
。

　

納
税
に
は
安
心
・
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
振
替
日
は

�
所
得
税：

�
月　

日
�

��

�
消
費
税：

�
月　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
税
務
署
（
�
�
�
�
�

　

�
）
※
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ

　

て
「
�
」
を
選
択
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
改
正

さ
れ
、
下
記
の
動
物
を
少
数
で

も
飼
育
し
て
い
る
場
合
は
、
年

に
一
度
、
届
出
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。　

■
届
出
の
必
要
な
動
物

Ａ：

牛
・
ヤ

ギ
・
ヒ

ツ

ジ
・

豚
・
イ
ノ
シ
シ
・
鹿
・
馬

Ｂ：

鶏
・
あ
ひ
る
・
う
ず
ら
・

キ
ジ
・
だ
ち
ょ
う
・
ホ
ロ
ホ

ロ
鳥
・
七
面
鳥

■
届
出
の
内
容　

　

氏
名
、
住
所
、
飼
育
場
所
、

動
物
の
種
類
と
数
な
ど

　

（
毎
年
�
月
�
日
現
在
）

■
届
出
の
方
法　

①
様
式

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
高
梁
家

畜
保
健
衛
生
所
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

（h
ttp

://w
w
w
.p
re

f.o
k
a

y
a
m

a
.jp

/so
sh

ik
i/k

a
k
u

k
a
.h
tm

l?se
cse

c1
=1

0
8

）

　

高
梁
家
畜
保
健
衛
生
所
、
市

農
林
課
ま
た
は
支
局
に
も
備

え
て
い
ま
す
。

②
期
限

　

Ａ
の
畜
種：

�
月　

日
�
ま
で
、

��

�����������

「
全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
」の

開
設
に
つ
い
て

心
の
健
康
相
談
を

開
催
し
ま
す

個
人
事
業
主
の

み
な
さ
ん
へ

愛
玩
動
物
を
飼
育
し
て
い

る
み
な
さ
ん
へ

Ｂ
の
畜
種：

�
月　

日
�
ま
で

��

③
提
出
先

　

岡
山
県
高
梁
家
畜
保
健
衛
生

所

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

　

高
梁
市
高
倉
町
田
井
�
�
�

※
畜
産
物
を
生
産
し
て
い
る
人

に
は
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら

別
途
通
知
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成　

年　

〜　

月
に
届
出

��

��

��

し
た
人
は
平
成　

年
に
限
り

��

届
出
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
梁
家
畜
保
健
衛
生
所

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）

　

農
林
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

好評分譲中 ！

　新見小岸住宅団地(5区画)・西方郷原住

宅団地(6区画)を分譲しています。新見市で

自然環境と調和した、ゆとりと潤いのある暮

らしをしませんか。

■問い合わせ先 

　新見市土地開発公社(総務課内)

　(��6128)

新見小岸住宅団地西方郷原住宅団地
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図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり図書館だ よ り図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館だだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりり図書館だ よ り
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�月��日�　��：��～子ども映画会（哲西）

�月��日�　��：��～こどもお楽しみ会（新見）

　　　　　　��：��～こども映画会（新見）

�月��日�　��：��～

　　　　　　学術交流センターシアター（学術）

●臨時休館のお知らせ
　�新見図書館
　　改修工事のため、�月��日�は臨時休館します。

　�おおさ総合センター
　　蔵書点検のため、�月��日�から�月��日�まで
　　図書コーナーを臨時休館します。

学術交流センター図書館おすすめの本

本へのとびら―岩波少年文庫を語る
 宮  崎 　 駿 ／著　岩波新書　����年
みや ざき はやお

楽
し
い

本
がた

く
さ
ん

あ
る
よ
！

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書等は、この�施設のどこで
も返却できます。  但し、この�施設が所蔵する図書等に限ります。

小児科のお医者さんからママたちへ
 中  野 　 康  伸  ほか／著　主婦と生活社　����年
なか の やす のぶ

福島　原発震災のまち
 豊  田 　 直  巳 ／著　岩波ブックレット　����年
とよ た なお み

　人影の消えたまち、放射能
汚染や行政の対応に翻弄され
る住民、廃業を迫られる酪農
家、作業員の語る原発労働の
現状…。「見えない戦場で戦っ
ているみたい」という生々し
い声が胸に迫る。

　発熱、誤飲など急な症状の対
処法や、薬・健診・予防接種、
これだけは知っておきたいとい
う知識や情報を小児科医が解説。
イラストが多くわかりやすい。

　国は、向こう��年間で中国
地方の��か所の集落が消滅す
るだろうと予想している。著者
は、神郷釜村・千屋・豊永を取

材し、集落の 窮  状 を訴える。わ
きゅう じょう

たしたちはふるさとを置き去り
にしてはいないか。毎日出版文
化賞受賞。

　「生まれてきてよかったとエ
ールを送るのが児童文学」「大切
な本が一冊あればいい」と、ス
タジオジブリ監督、宮崎駿が選
んだ岩波少年文庫50冊。児童文
学、子どもたちへの熱い思いを
語る。

限界集落　吾の村なれば
 曽  根 　 英  二 ／著　日本経済新聞出版社　����年
そ ね えい じ

休館日�■■新見図書館
新見市新見��� -� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■おおさ総合センター図書コーナー
新見市大佐小阪部���� -� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■神郷生涯学習センター図書コーナー
新見市神郷下神代���� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■哲西図書館
新見市哲西町矢田���� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■哲多総合センター図書コーナー
新見市哲多町本郷����� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■学術交流センター図書館
新見市西方���� -� （������  ���������）
������������	
��		�	���������	
������������	
�

�
月
の
休
館
日

土金木水火月日

����

���������

��������������

��������������

����
����������

��������
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新見美術館

外
の「
唐
物
」に
大
別
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
高
価
で
あ
で
や
か
な
唐
物
を

使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
千
利
休
の
時
代
に

は
質
素
で
枯
淡
な
和
物
を
使
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
和
物
」は
、「
楽
焼
」と「
国

焼
」に
分
け
ら
れ
、「
国
焼
」に
は「
萩
」「
唐

津
」「
薩
摩
」「
信
楽
」「
備
前
」「
京
焼
」な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
館
収
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

茶
道
具
の
中
か
ら
、
抹
茶
茶
碗
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、
近
現
代
に
お
い
て
活
躍
し
た

名
工
が
制
作
し
た
抹
茶
茶
碗
を
中
心
に　
��

点
を
展
示
し
、
用
の
美
を
紹
介
し
ま
す
。

新見市西方���番地（������）

　

お
茶
を
飲
む
風
習
が
日
本
に
初
め
て
伝
わ

っ
た
の
は
奈
良
時
代
と
言
わ
れ
、
遣
唐
使
や

中
国
か
ら
渡
来
し
た
僧
侶
た
ち
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

お
茶
は
大
変
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
た

め
、
当
時
は
僧
侶
や
貴
族
階
級
な
ど
限
ら
れ

た
人
だ
け
が
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
し
た
。

　

抹
茶
は
、
鎌
倉
時
代
に
臨
済
宗
の
開
祖
栄

西
が
伝
え
た
と
さ
れ
、
禅
宗
と
共
に
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
飲
む
器
と
し
て
用

い
ら
れ
た
も
の
が
抹
茶
茶
碗
で
、
そ
の
種
類

は
日
本
の
窯
で
焼
か
れ
た「
和
物
」と
和
物
以

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

会
期
▼
平
成　

年
�
月　

日
�
ま
で

��

��

�
�
�
�
��

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�

樂
覚
入〈
赤
茶
碗 

銘「
三
昧
」〉

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�毎週月・火曜日（冬期��月～�月）

法曽陶芸館

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

〈
企
画
展
〉  
会
期
▼
平
成　

年
�
月
�
日
�
ま
で

��

若
い
感
性
が
と
ら
え
た
古
の
技
と
こ
こ
ろ

を
、
未
来
の
創
造
へ
紡
い
で
ゆ
く
原
点
と

な
る
作
品　

点
を
展
示
。
火
焔
型
土
器
や

��

人
面
把
手
付
深
鉢
（
出
産
土
器
）
を
は
じ

め
と
し
て
、
文
様
踊
る
迫
力
の
表
現
か
ら

端
整
で
ふ
く
よ
か
な
表
現
ま
で
、
表
情
豊

か
な
縄
文
の
造
形
を
一
堂
に
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

�
村
上
原
野

1
9
8
7
年 
北
海
道
の
原
野
に
生
ま
れ
る
。

札
幌
市
立
高
等
専
門
学
校
卒
業
後
、
岡
山
に
移

住
。
現
在
、
猪
風
来
に
師
事
し
縄
文
の
技
法
と

精
神
を
体
得
す
べ
く
修
行
中
。

�
���
���
���
���
�
�
�
	



む
ら 

か
み 

げ
ん 

や

�
�
�
��
�
�
�
	

�
�
縄
文
人
に
な
り
た
い
。
縄
文
は
自
分

の
原
風
景
、
精
神
の
内
の
深
い
と
こ
ろ
に

あ
る
広
大
な　

原
っ
ぱ
で
す
。
と
て
も
親

し
み
深
く
、
け
れ
ど
ま
だ
掴
め
な
い
未
知

の
世
界
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
、
土
を
ひ
ね
る
た
び
見
え
て
く
る

見
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
縄

文
と
い
う
自
分
を
掘
り
お
こ
し
た
い
�
�

　

幼
少
よ
り
無
意
識
に
縄
文
に
触
れ
遊
ん

で
き
た
作
者
が
、
今
こ
こ
に
縄
文
の
道
を

歩
み
始
め
ま
し
た
。
縄
文
土
器
の
文
様
と

造
形
技
法
を
細
部
ま
で
丹
念
に
忠
実
に
模

写
す
る
中
で
得
た
新
鮮
な
感
動
と
敬
意
。

深
鉢
型
土
器（
縄
文
中
期　

勝
坂
式
）

制
作　

村
上
原
野　

高　
 .
�
�

��

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日�月曜日��／���・���※展示替えのため

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円※市内小中学生は観覧無料
　（　）内は��人以上の団体料金

次回展覧会

　郷土作家シリーズⅤ
　岡山県文化奨励賞受賞記念

　川野正毅 木工芸展
　�／��～�／���
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木 金 土

新
見 
市

�
��
��
�
���から

����まで

THU FRI SAT

��
議会議員定数等検討特別委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

�
平成��年度新見農と地域を
考えるつどい
���：��～��：��
�まなび広場にいみ小ホール
�農林課農業振興係（�����）

����
岡山県統一　ノーレジ袋デー
�参加店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係（�����）

交通事故相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター�階図書室
�生活環境課生活交通係（�����）

�

��
ステップアップ講座
「好感度アップ
　～思いやりの
　　コミュニケーション～」
���：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�企画政策課広報係
　（�����）

��
心配ごと相談
��：��～��：��
�神郷生涯学習センター創作活動室
�社会福祉協議会神郷支所（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所（�����）

人権・行政合同相談
���：��～��：���おおさ総合センター
�大佐支局（�����）

議会運営委員会
���：��～�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��
年金相談
���：��～��：���哲多支局
�哲多支局（�����）

��
第�回都道府県対抗
全日本中学生男子ソフトボ
ール大会組合せ抽選会
��：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

����

��
にいみ雛まつり����（～�日）
�御殿町周辺ほか
�商工観光課商工観光係（�����）

���

��
岡山県統一
ノーレジ袋デー
�参加店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係　　
　（�����）

�
議会一般質問（予備日）

�
議会一般質問（個人）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��


�
�
�
�
�
�
�

��
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日 月 火 水SUN MON TUE WED

���
心配ごと相談
���：��～��：���新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

人権相談
���：��～��：���新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

��������

����
人権・行政合同相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

議会総務常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：���きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所（�����）

人権・行政合同相談
��：��～��：���きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

議会産業建設常任委員会
���：��～�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：���哲多総合
センター�社会福祉協議会
哲多支所（�����）

議会文教福祉常任委員会
���：��～�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

�

������
介護者のつどい
���：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�介護保険課地域包括支援センター
　（�����）

人権・行政・児童相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談・法律相談（要予約）
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

��
消費生活相談
��：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課商工観光係（�����）

����

������������

�������
議会議員定数等検討特別委員会
���：��～�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��
消費生活相談
��：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課商工観光係（�����）

��
平成��年�月議会定例
会（開会日）
���：��～�市役所議場
�議会事務局（�����）

��

�����
人権相談
���：��～��：���新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）
��：��～��：���きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所（�����）

議会一般質問（個人）
���：��～�市役所議場
�議会事務局（�����）

�
議会一般質問（代表）
���：��～�市役所議場
�議会事務局（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

�
男女共同参画
社会づくりフォーラム
子どもの心を育てるには
～目に見えない心を育
てる方法を伝授します～
���：��～��：��
�まなび広場にいみ
　小ホール
�企画政策課広報係
　（�����）
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��市報にいみ 第８３号
������������

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒７１８－８５０１ 新見市新見３１０－３
　新見市総務部企画政策課　��６１１４

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	

　携帯電話でもご覧になれます

平成��年 �月 号
平成２４年２月１日  No.８３

★３月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（��６１１４）にご一報ください。（締切は２月１５日）

総人口 ３７， ０４９人　　男  １７， ６６１人　　女  １９， ３８８人

世帯数 １２， ６１４世帯（平成１７年３月３０日現在）

■面積　７９３ ． ２７�

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　３３，７８０人（－５０人）
　　男　　１６，０７１人（－２８人）
　　女　　１７，７０９人（－２２人）
　出生…１７人　 転入…３１人
　死亡…５３人　 転出…４５人
　世帯数　１３,１３９世帯（－１２世帯）
　（平成２３年１２月末日現在）

合併当初の様子

■固定資産税・都市計画税４期
　（納期限：２月２９日）

■国民健康保険税８期
　（納期限：２月２９日）

■介護保険料８期
　（納期限：２月２９日）

■後期高齢者医療保険料８期
　（納期限：２月２９日）

 松  本   小 春   ちゃん
まつ もと こ はる

（西方／２・２５生）
 古  田  誠  一 郎   ちゃん
ふる た せい いち ろう

（高尾／２・２６生）
 宮  田 　樹   ちゃん
みや た いつき

（正田／ ２・２７生）

 代  々  　巧   ちゃん
だい だい たくみ

（神郷釜村／ ２・１５生）
 黒  田   蓮 太   ちゃん
くろ だ れん た

（大佐田治部／２・１６生）

 高  椋   結 士   ちゃん
たか むく ゆう と

（高尾／２・３生）

 大  原  慶  太 郎   ちゃん
おお はら けい た ろう

（神郷高瀬／２・２１生）

 森  岡   玲 名   ちゃん
もり おか れい な

（新見／２・１２生）
 岡  田  結  希 乃   ちゃん
おか だ ゆ き の

（上市／２・１０生）

ハッピー�
バースデー�

 三  村  譲  太 郎   ちゃん
み むら じょう た ろう

（正田／２・３生）

今月、満�歳になる
子どもたちです。
これからも
元気で大きくなってね！


